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文化 店長 官 官 房 政 策 課 内 「 わた し の 旅 日 本 の 歴史 と 文化 を た ず ね て -~ 2005」 担 当 図 
〒100-8959 東京 都 千 代田 区 丸の内 2- 5- 1 電話 : 03-5253-4111( 内 線 2809) 較 
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我が国 は 長い 歴史 を 有 し 、 ま た 、 歴 史 と 風土 が 育て た 優れ た 伝統 文化 や 生活 様式 が 各地 に 息づい て いま す 。 


平成 17 年 4 月 、 小 泉 純一 郎 内 閣 総 理大 臣 か ら 、 日 本 人 や 来 勾 し た 外国 人 が 、 こ の よう な 日 本 の 歴史 や 文化 を 理 
解す る た め 、 各 地域 の 文化 や 歴史 を 知る た め の 旅 の プラ ン を 公募 し て は どう か と の 御 提 案 が あり まし た 。 凶 

これ を 踏ま え 、 文 化 庁 で は 、 日 本 人 自身 や 日 本 を 訪れ る 外国 人 が 、 日 本 の 歴史 や 文化 の 全体 像 を 理解 し た り 、 凶 
日 本 文化 の 特色 を より 深く 理解 する こと が で きる よう 、「 旅 」 を 通じ て 日 本 の 歴史 と 文化 を 訪ね る |「 わた し の 旅 」 凶 
プラ ン を 広く 募集 いた し まし た 。 較 

「 旅 」 は 、 一 人 一 人 が それ ぞ れ の 考え や 思い を 持っ て 行う も の で あり 、 そ の よう な 考え や 思い な ど が 旅 の 内 容 を 
一 層 上 魅力 ある も の に し ます 。 今回 の 募集 で は 、 多 彩 で 特色 ある 旅 プ ラン を 集め た いと の 思い か ら 、 応 募 者 が 持っ て 
いる 旅 に 対す る 考え や 思い な ども 教え て いた だ く こ と に し 、 特 ( ゴ わた し の 旅 」 と 銘打っ て 実施 いた し まし た 。 図 

平成 17 年 6 月 末 か ら 8 月 に か け て 募集 し た と ころ 、786 プラ ン の 応募 を いた だ きま し た 。 凶 
河合 隼雄 文化 庁 長官 を 委員 長 と する 選考 委員 会 に お いて 選考 し た 結果 、 そ の 中 か ら 、 提 案 者 の 思い が 詰まっ た 
魅力 的 な 105 プラ ン を 1 00 選 と し て 選定 し まし た 。 さ ら に その 中 か ら 、「 大 賞 」 を 1 プラ ン 、[ 特別 賞 」 を 9 プラ ン 選 定 較 
本 まし だ 

「 旅 」 は 、 本 来 誰 で も 楽し め る 気軽 な も の で す 。 凶 

文化 庁 で は 、 今 回 選定 され た 105 プラ ン を 広く 活用 し て いた だ く よ う 、 今 後 と も 積極 的 に 紹介 し て まい り ま す 。 凶 

今回 の 100 選 に より 、 日 本 人 自身 が 失わ れつ つ あ る 日 本 各地 の 歴史 や 文化 を 再発 見 する こと で 、 文 化 芸術 活動 
の 創造 や 保存 継承 に 向け た 気運 が 高まっ た り 、 日 本 を 訪れ る 外国 の 方 々 に 日 本 の 歴史 や 文化 を 知っ て いた だ き 、 


国際 文化 交流 が さら に 促進 され る こと を 期待 し て いま す 。 較 
花衣 和 図 ] "| /2 い 第 』 拓 


Japan has a long history and Japanese people in each local area have nurtured a rich traditional culture and lifestyle growing out of ther history 
and nature surroundings. 

In April 2005, Prime Minister Mr. Junichiro Koizumi made the suggestion that the public be invited to submnt ideas for travel plans by which 
Japanese people and forelgn travelers visiting Japan can understand such local culture and history. 

Following Mr. Koizumi's suggestion, the Agency for Cultural Affairs invited the general publc to submit plans, entitled "My Journey", which 
would promote a deeper and more profound understanding of Japan, its history, culture, and character, by both Japanese people and foregn traVelers. 

We all bring our own thoughts and ideas when we go on ajourney: these add to the appeal of travel, and to our enjoyment of the experience. With 
this im mind, the Agency for Cultural Affairs selected the ttle "My Journey" for this collection of travel plans, and requested entrants to include therr 
own ideas and thoughts about travel in ther submissions, in order to elicit a Variety of unique travel plans. 

A total of 786 travel plans were rece1ved from the end of June to August 2003. The Selection Commnttee headed by Dr. Hayao Kawai, 
Commrissioner for Cultural Affairs, chose 103 submiss1ons which best expressed the writers' ideas about the appeal of travel, as the "Best 100". Out 
of this "Best 100", the Selection Committee selected one travel plan for the Grand Prix, and nne plans for the Special Prize. 

Travel is a simple pleasure that everyone en]oyS. 
The Agency for Cultural Affairs will promote the 103 selected plans so that as many people as poss1ble will be able to experience these journeys. 
The Agency for Cultural Affairs hopes, through this "Best 100", that Japanese people will rediscover the Vanshing history and culture of local 
areas, and that this project will contribute to the creation, preservation, and transm1ssion of arts and culture: it is hoped as well that foreign visitors 


will be better able to understand Japanese history and culture, and that this will lead to more active international exchanges. 
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応募 プラ ン の 概要 暫 


1 . 旅先 に つい て 較 

半 旅 の 訪問 地 は 、「 近畿 地方 」 に ある 場所 を 訪れ る プラ ン が 最も 多く 、 つ いで [ 関東 地方 」「 九州 地方 」 を 較 

訪れ る も の が 多かっ た 。 凶 

時 都 道 府 県 別 で は 、 京 都 を 訪れ る プラ ン ( 101) が 最も 多く 、 つ いで 、 奈 良 83) 、 東 京 75) 、 三 重 52) 、 図 
北海 疾 50)、 岐 息 47) と 続く 。 凶 

時 旅 の テー マ と し て は 、 世 界 遺 産 を 訪ね る プラ ン が 34 と 多かっ た 。 凶 


2. 旅 の 対象 者 に つい て 凶 


因 夫婦 家族 」「 仲間 友人 」「 恋人 」「 団体 グル ー プ 」 の 凶 
よう に 、 親 し い 間 柄 の 人 と 行く 旅 が 約 半数 を 占め て いる 。 凶 
早 「 外国 人 」 向け の 旅 と し て 提案 され た 旅 は 134 プ ラン も あっ た 。 較 


3 . 旅 の 日 数 に つい て 較 


時 | 学生 」 や 「 子ども 」 な ど 若 い 世 代 に 行か せ た い と 提案 図 
され た 旅 も あっ た 。 図 
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4 . 応 募 者 に つい て 罰 
噌 応募 プラ ン の 約 7896 612) は 個人 か ら の 応募 。 図 
時 個人 応募 者 の 中 に は 、 次 の よう な 方 々 が いた 。 図 

・ 海 外 在住 者 ド イツ 、 ア メリ カ 、 オ ー ス トラ リア ) ・ 日 本 在住 の 留学 生 図 

・ 高 校 程 スー パー サイ エン スハ イス クー ル ) ・ 車 椅子 を 使用 され て いる 方 
時 団体 応募 者 の 中 に は 、 次 の よう な も の が あっ た 。 図 
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( 最多 の 17 プ ラン を 応募 ) 図 
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平成 17 年 10 月 27 日 、 選 考 委員 会 に お いて 較 
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@ 伊那 大 島 駅 人 伊那 本 卿 駅 ⑩ 本 郷 神社 (宿泊) 飯島 町 本 卿 較 
介 千 時 敷 カー ル ( 宿泊 ) 駒 ケ 根 早 太郎 温泉 郷 凶 


ee e 地方 別 の 


訪問 先 都 道 府 県 一 覧 較 * * 


アイ コン の 説明 … @ 飛 行 機 ⑯ フ ェ リー 観光 船 遊覧 船 な ご ③ マ イカ ー レン タカ ー な ど 人 @ 電 車 な お ど @ バ ス @⑧ タ クシ ー ロープウェイ ・ ケー ブル カー レンタサイクル  ⑩ 徒 歩 ※ 氏 名 、 代 表 者 名 は 敬称 略 較 
世 隊 放 の テー マ 攻 名 / 国 体 名 代表 者 名 ) 較 人 明 較 了 財 道府県 旅程 較 
EEE 9 プラ ン ) 続き 較 還 ョ り 還 8 
図 較 較 月 1 日 目 石和 温泉 駅 ⑤ 山梨 県 立 博物 館 ② 巡 塚 古墳 ⑥ 甲斐 国分 寺 豆 国 指定 史跡 )、 国 分 尼寺 呪 国 指定 史跡 ) ②③ (宿泊) 石和 温泉 較 
30 州 の 歴史 と 文化 を 再発 見 する 旅 較 山 誠二 較 山梨 県 図 2 泡 3 日 梨 県 凶 2 日 目 石和 温泉 ③ 大 善 寺 ⑤ 勝沼 氏 館 跡 ⑥ 昼食 ぶどう の 丘 レ スト ラン ②③ メル シャ ン ワ イン 資料 館 ③ 甘草 屋敷 ⑤ (宿泊) 笛吹 川 フル ー ツ 公園 内 図 
較 | 暫 較 較 較 較 3 日 目 笛吹 川 フル ー ツ 公園 ③ 山梨 市 駅 図 
鐘 較 鐘 鐘 鐘 史 
宮 = 洗 各自 1 日 目 甲府 駅 また は 石和 温泉 駅 @⑩ 御坂 峠 天下 茶屋 ⑳⑩@ 富士 山 レー ダー ドーム 館 @ 北口 本 宮 富士 浅 間 神 社 吉田 の 火祭 北口 本 宮 富 士 浅間 神社 3 膨 6 日 -27 日 ) ⑩@ ( 宿泊 ) 富士 吉田 市 内 図 
前 RNN 泊 佳彦 5 1 深 折 較 同和 ポ 2 日 目 富士 吉田 市 内 富士 吉田 駅 @ 河口 湖 駅 @ 富士 山 五 合 目 @ 河口 湖 駅 @ 富士 吉田 駅 、 月 江 寺 駅 な ど ⑩ 昼食 富士 吉田 市 内 で 名 物 の 手打 ち うど ん 図 
較 | 較 較 凶 較 較 昌 記 。 
プ 0 の 1 6 、 、 1 日 目 直江 津 駅 @⑤ 菅原 神社 、 菅 原 古墳 ⑤ 宮口 古墳 、 牧 村立 歴史 民俗 資料 館 ⑤ 虫 川 の 大 スポ 国 指定 天然 記念 物 ) ⑤ 岩屋 堂 観音 堂 @ 直江 津 駅 ( 宿泊 ) 直 江津 駅 周辺 較 
恋 ー MI 2 上 因 1 ミ = 販 [ 目 N 峰 目 
関 GDB 1 金子 郎 ) 凶 | 時 2 日 目 直江 津 駅 周辺 直江 津 駅 @ 高田 駅 ⑩ 浄 典 寺 0 高田 公園 ⑩ 旧 電 秒 物 屋 ⑩ 高田 駅 
較 | 図 人 1 日 目 佐渡 汽船 両津 港 ⑥ ニニ ツ 亀 、 大 野 亀 ⑤ 宴 の 河原 @ 矢 閣 湾 ③ ( 宿泊) 相川 地区 温泉 較 
EE 村 渡 案内 初 来 島 の 方 向き ) 凶 佐渡 伝統 文 化 研究 所 準備 室 図 新 江 県 図 2 泊 図 過当 県 図 2 日 目 相川 地区 温泉 ③④ 佐渡 金山 @③ 西 三川 ゴー ド パ ー ク [ 秒 金 取り 体験 ] @ 小木 町 宿根 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 ) ぐ 矢島 、 経 島 た らい 船体 験 ] @ 新 能 鑑賞 日 程 に 合わ せ 各 神 社 等 に て ) ⑤( 宿泊 ) 真 野地 区 較 
較 | 較 0 2 間 較 較 較 3 日 目 真野 地区 ⑥ 佐渡 博物 館 ③ 妙 宣 寺 ③ トキ の 森 公 園 ⑤ 佐渡 汽船 両津 港 図 
較 
2 基 鐘 欠 史 
11 凶 ひな 街道 を 行く ( 再掲 ) 較 間 セツ 子 図 東京 都 図 2 泡 3 日 図 | 山形 県 、 新 潟 県 図 旅程 に 関す る 詳細 は P12 東北 地方 ] を ご 覧 くだ さい 。 図 
鐘 鐘 鐘 名 
図 北陸 地 友 7 プラ ン ) 図 較 較 較 図 図 
区 層 外 隊 外 史 
較 | 図 較 較 多 較 1 日 目 金沢 @ 海浜 道路 千里 浜 な ぎ さ ば ライ ブウ ェ イ を 通過 ) 上 福浦 灯台 、 福 浦 漁港 の 町 並み ⑥ 義経 の 舟 隠し ③ ヤセ の 断崖 ⑤ 昼食 手 仕 事 届 能登 に こだわ る 主人 の 手打 ち 蕎 麦 屋 ) ⑤ 総 持 
凶 凶 凶 較 凶 較 寺 祖 院 ⑤ 間 垣 の 里 大 沢地 区 ) ⑤ 輪島 工房 長屋 [輪島 塗 体験 ] ③ キリ コ 会 館 ⑤ ( 宿泊 ) 輸 島 温泉 郷 較 
3 映 能登 の 風景 食 人 々 に 今 も 残る 較 ー 隊 電 亮一 図 石 中 上 図 2 洪 特 図 翌 川 県 較 2 日 目 輪島 温泉 郷 ⑤ 千 枚 田 ⑤ 上 時 国家 住宅 国 指定 重要 文化 財 ) ⑤ 奥 能登 塩田 村 [ 製 塩 法 見 学 、 体 験 ] ⑤ 禄 較 埼 灯台 能登 半島 先端 ) ⑤ 人 須 須 神社 ⑤ 昼食 珠洲 市 内 寿司 屋 ⑤ 
図 日 本 の 文化 を 通じ て 日 本 人 の アイ デン ティ ティ ー を 知る 旅 較 図 2 較 図 図 見 附 島 、 恋 路 海岸 、 九 十 九 湾 ⑤ 真 脇 遺跡 [縄文 時 代 体験 国 指定 史跡 )] @ ( 宿泊 ) 宇 出 津 地区 民宿 較 
図 較 較 図 補 図 3 日 目 宇 出 津 地区 民宿 ③⑤ マル ガー ジェ ラ - 上 ( 能登 に こだわ る アイ スク リー ム の 店 ) ⑤ 能登 仲居 鋳物 館 、 仲 居 散 策 ③ 一 本 杉 通り 散策 [保存 建築 物 な ど ] ⑩ 昼食 能登 食 祭 市 場 @ 能登 空港 、 小 松 空港 、 較 
補 富山 空港 、 金 沢 駅 な ど 
図 | 図 較 図 | 図 Ni 
較 較 1 日 目 能登 空港 @⑥ 輪島 @( 循環 バス )⑩ 漆 芸 美術 館 (循環 バス )⑩ 漆器 資料 館 G( 値 環 バス )⑩ 工房 長屋 Gi 循環 バス )⑩ 市 内 漆器 店 歴訪 @( 循環 バス )⑩ ( 宿泊 ) 輸 島 温泉 較 
3 能登 の 伝統 工芸 に ふれ る 較 隊 隊 功 較 神奈 州 県 較 2 沼 垢 図 翌 川 県 図 2 日 目 輸 島 温泉 G( 珠洲 バス 車窓 か ら 千 枚 田 、 塩 田 を 望む ) 珠洲 [珠洲 焼 資料 館 、 珠 洲 焼 館 ] ③@ ( 宿泊 ) 和倉 温泉 較 
3 日 目 和倉 温泉 @ 大 聖 寺 [ 九 谷 焼 美術 館 ] @@ 小松 [九谷 陶芸 村 ] @ 小松 空港 
図 | 較 較 較 較 較 
較 ニ 較 鐘 欠 史 
ん か の フン パピ 3HNE7R 2 二 K コ =。 罰 宮 用 下 1 日 目 富山 空港 @ 昼食 富山 市 大 手前 の 中 華 そば 届 未 広 填 」 @ 富山 県 民 会 館 分 館 薬種 商 の 館 金岡 氏 」 @ 歴史 体験 スペ ー ズ 広 仙 堂 資料 館 ) ( 宿泊 ) 全日 空 ホ テル 図 
3 癌 に めぐ る 近世 近代 の 遠い 記憶 了 好美 較 上 当日 較 3 2 日 目 全日 空 ホテ ル 富山 城 公 園 郷土 資 料 館 @ 市 内 角 の すし 製造 店 @ 富山 市 水橋 地区 @ 富山 県 民 会 館 分 館 [ 薬 種 商 の 館 金岡 邸 、 富山 市 民俗 民芸 村 [ 吉 薬 資料 館 ] @⑤ 富山 駅 ⑥ 富 岩 運河 環 水 公園 ⑤ 富山 駅 較 
図 | 図 較 較 | 導 県 図 ma 和 OR 2 は 00 呈 本 
6 - と こと 忠昭 語 自 | 福井 県 、 滋賀 県 、 芝 1 日 目 京都 駅 ⑤ 大 原 三 千 院 ⑤ 朽木 ⑥⑤ 若狭 熊川 宿 [ 番 所 、 宿 場 館 、 旧 逸見 勘兵衛 家 な ど ] ⑤ 明 通 寺 ②⑤ 小浜 市 泉 困 鯖 街道 の 起点 海産 物 店 が 並ぶ ) ③ (宿泊) 小浜 市 内 較 
? 玖 ーー 文化 ま らち づり ほっ と や すら ぎの 旅 凶 較 昭 人 1 京都 府 凶 2 日 目 小浜 市 内 小浜 線 か ら 若狭 の 自然 を 望む ) 敦賀 人 お 市 の 里 浅井 町 歴史 民俗 資料 館 @ 昼食 須賀 谷 温泉 @⑯ 長浜 黒 壁 スク エア 《 長浜 鉄道 スク エア ⑥⑩ 長浜 駅 @ 京都 駅 較 
較 層 
図 | 較 2 較 較 較 1 日 目 JR 加賀 温泉 駅 @ 周遊 バス ) 北 前 船 の 里 資料 館 ⑩ 蔵 六 園 @( 周遊 バス ) JR 加賀 温泉 駅 @G 宿 の 送迎 車 ) ( 宿泊 ) 山 代 温泉 図 
38 多 賀 の 歴史 文化 探訪 一 九谷 焼 発祥 の 地 北 前 船 の 栄華 を 訪ね る 一 較 KAGA 旅 まち ネッ ト ( 岡田 基 業 ) 図 石川 折 剛 2 当 3 図 石川 県 較 2 日 目 山代 温泉 ⑩ 九谷 焼 窯 暑 展示 館 ⑩ 薬王院 温泉 寺 、 服 部 神社 ⑩ 角山 人 富 居 跡 い ろ は 草庵 ⑳⑩ は づち を 楽堂 ⑩ 源泉 公園 足湯 ⑩ 須田 若 華 隷 ⑩ (宿泊 ) 山 代 温泉 較 
図 | 図 図 較 区 較 3 日 目 山代 温泉 @⑤ JR 加賀 温泉 駅 @⑥ JR 大 聖 寺 駅 ⑩ 石川 県 九谷 焼 美術 館 ⑳ 山の下 の 寺院 群 [ 久 法寺 、 蓮 光 寺 、 実 性 院 、 蘇 梁 館 ] ⑩ JR 大 聖 寺 駅 人 ⑬ JR 加賀 温泉 駅 図 
較 コレ < 凶 較 1 日 目 敦賀 駅 @ 無比 神宮 ⑩ 晴明 神社 ③ ヤマ ト タ カ ハシ 昆布 館 ⑥ (宿泊) トン ネル 温泉 較 
39 図 悠久 の 時 を 超え て 人 を 魅了 する 歴史 遺産 と 美食 の 郷 較 7 福井 県 図 2 泡 : 日 | 福井 県 較 2 日 目 トン ネル 温泉 ③ レイ ン ボ ー ラ イン ぐ ⑤ 三方 石 観世 音 ⑤ 熊川 府 ⑤ ( 宿泊 ) 小浜 市 内 図 
較 | 図 2 較 3 日 目 小浜 市 内 ⑩ 空 印 寺 @ 明 通 寺 @ 神宮 寺 、 鵜 之 瀬 @ 小浜 駅 較 
INWZ| 
白 を 自 ゞ 目 
40 凶 わが 国 最 古 の 鉄道 物流 ル - ト を 行く ( 再掲 ) 較 本 了 大 阪 府 図 2 泡 お 日 図 還 績 OKERS 旅程 に 関す る 詳細 は P2 近畿 地方 } を ご 覧 くだ さい 。 図 
図 東海 地 双 6 プラ ン ) 較 ミ 較 8 図 


較 
較 ーー 、 1 日 目 名 鉄 東 岡崎 駅 ⑩G) 三河 武士 の や か た 家康 館 ⑰ 岡崎 城 @⑥ 大 樹 寺 @@ 名 鉄 東 岡崎 駅 @ 名 鉄 御油 駅 ⑩ 御油 の 町 並 と 松並 木 ⑩ 赤坂 宿 ⑩ ( 宿泊) 大橋 屋 図 
< ー 容 で ココ 丘 N 愛生 員 
4 六 260 年 間 を 2 日 間 で 肥 け 抜け る 旅 - 家康 か ら 洗 山 まで 図 加藤 学 較 兵庫 所 図 1 湊 折 図 | 愛知 県 図 eine 
較 | 較 凶 凶 凶 
| 較 加 1 日 目 名 古屋 駅 ⑩ 産業 技術 記念 館 、 ノ リタ ケ の 森 @ 文化 の みち [名 古市 市 政 資料 館 、 リ ッ ク 主 税 町 教会 、 川 上 貞 奴 邸 ] @ 徳川 美術 館 @ 犬山 城 、 城 下町 ⑩ (宿泊) 犬山 温泉 図 
賠 
5 飼い て 訪ね る 名 古屋 歴史 と も の づく り の 心 に ふれ る 旅 較 吸 近 泰正 較 愛知 県 図 2 泊 図 朋 知 県 較 2 日 目 犬山 温泉 @ 尾張 瀬戸 駅 陶器 の 町 散策 ] ⑩⑲ 新 瀬戸 駅 @ 八草 駅 谷 リニア モー ター カー) 長久 手 古 戦場 駅 ⑩ 長久 手 古 戦 朝 国 指定 史跡 )、 長 久手 町 所 土 資料 館 Q@ ( 宿泊 ) 豊 田 市 足助 較 
図 | 図 較 較 較 較 3 日 目 豊田 市 足助 徳川 家 の 祖 地 松平 を 通過 ) 東 岡崎 駅 ⑩ 岡崎 城 、 岡 崎 公園 、 旧 東海 道 叶 噂 蔵 @ 旧東 海道 有松 の 街並み 、 有 松 絞 り @ 名 古屋 駅 較 
+ 4 較 革 鐘 久 名 
図 | 較 較 較 較 図 1 日 目 JR 静岡 駅 @ 駿府 公園 [駿府 城跡 ] @ 浅間 神社 ⑩ 臨 済 寺 @ 宝 台 院 ⑩ 徳川 慶喜 公 屋敷 中 浮 月 楼 ) ⑩ (宿泊) 浮 月 楼 較 
43 図 徳川 家康 、 慶 喜 ) 文化 を た ず ね る 旅 図 松本 菜 生 図 静岡 県 図 2 泡 日 図 | 静岡 県 図 2 日 目 浮 月 楼 @ 日 本 平 人 ⑥ 久能 山東 照 宮 ⑤③ 昼食 エス パル ス ド リー ム プラ ザ 清水 横町 @ 三保 松原 、 御 穂 神社 ⑩ (宿泊) 三保 図 
較 | 較 較 較 較 較 3 日 目 三保 @ 清見 寺 ⑩ JR 興津 駅 図 
p4-B9 攻 選 因 中 
図 | 暫 較 較 較 図 1 日 目 三島 駅 ⑩ 三嶋 大 禄 所 緑 の 地 |、 真 門 家 問 宮家 跡 所 緑 の 地 ll) ⑩ 白滝 公園 源兵衛 川 散策 ⑩ 昼食 三島 名 物 う な 丼 ね ど ⑩ 三島 田町 駅 所 緑 の 地 Il) @ 修善 寺 @ 天城 湯ヶ島 温 較 
用 8 言 冬 洋 静岡 県 三島 市 経済 部 観光 推進 室 図 商用 泉 狂 夕方 夜 の 散策 ) ⑩ 湯 ヶ 朗 所 緑 の 地 V) ⑩ 西平 の 共同 湊 所 緑 の 地 V 現 河鹿 の 湯 ) ⑩ 井上 靖 所 緑 の 家 所 縁 の 地 VI) ⑩ ( 宿泊) 天城 湯ヶ島 温泉 郷 図 
由 冬 清 ヘン ヨ ピ 昌 レレ | NM 目 
図 上 拓 し ろば ん は ば 」・「 夏 草 全 清 」 の 舞台 と 背景 ( 室長 芦川 一 登志 ) 図 間 層 図 剛昌 2 日 目 天城 湯ヶ島 温泉 郷 @⑥ 天城 随 道 旧 天 城 、 ン ネル 所 縁 の 地 VI) ⑩ 滑 沢 渓 人 所 縁 の 地 VI) ⑩ 昭和 の 森 伊豆 近代 文学 博物 館 所 縁 の 地 IX) ⑩ 浄 蓮 の 滝 所 緑 の 地 X) @ 湯ヶ島 中 心 部 
日 中 の 所 縁 の 地 XI 三島 | 
図 旧 散策 所縁 ) @@ 三島 駅 較 
ーー ーー ヽ - KN Cy! 過 に セト ーーー 
13 凶 お 台場 の ルー ツ を 訪ね る 旅 伊豆 芋 山 で 江川 坦 庵 の 足跡 を た ど 再掲 ) 団 稲村 礼子 凶 静岡 思 図 1 深 肝 図 | 介 京 都 、 静 岡 県 較 旅程 に 関す る 詳細 は P14 関東 地方 ] を ご 覧 くだ さい 。 図 
INWZ| IN INWZ| IN IN IN K4 
欠 欠 5 _ 欠 欠 、 欠 画 四 県 、 EZ 商 県 、 較 婦 - _ 
29 | 初 来 日 し た 米国 系 夫妻 を 私 の 故 卿 の 祭り と 郷土 芸能 に 案内 し よぶ 再掲 ) 較 中 坪 功 雄 凶 神奈 川 県 飲 7 油 日 図 愛 和 県 較 ー 旅程 に 関す る 詳細 は P14 甲信 越 地方 を ご 覧 くだ さい 。 図 
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松 線 と 伊勢 本 街道 の 旅 一 北畠 氏 の 中 世 都 市 : 多気 を 訪ね て 一 


ミン 


映 


品 


J 
久 


山 


用 
洒 
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1 日 目 松坂 駅 代 名 松 線 家 城 駅 一 奥津 駅 間 の 眺望 ) 伊勢 奥津 駅 ⑩ 宿場 町 奥津 ⑩ 飼 坂 中 ⑩ 上 多気 伊勢 本 街道 の 街 並 峠 ロー 谷町 一 町屋 
北畠 神社 ⑩ 北畠 氏 館 跡 許 
伊勢 奥津 駅 仙 名 松 線 ) 松坂 駅 鐘 


園 0⑩ 昼食 北 香 神社 周辺 境内 の 雪 姫 亭 、 松 長 、 結 城 


屋 旅館 な ど ) 


0⑩ 美杉 ふる さと 資料 館 ⑩ 美杉 本 道 の 駅 


⑩ 東御 所 六田 館 跡 ) ⑯ 図 
モバ ス 停 


アイ コン の 説明 … @ 飛 行 機 @ フ ェ リ ー 観光 船 遊覧 船 な お ど マイ カー レン タカ ー な ど 人 @ 電 車 な おど @⑤ バ パス 倍 ロー プ ウ ェ イ - ケー ブル カー レンタサイクル 徒歩 ~※ 氏 名 、 代 表 者 名 は 敬称 略図 
呈 了 放 の テー 氏名 ノ 団 体 名 代表 者 名 ) 人 較 訪問 先 都 道 府 県 凶 上程 図 
時 24 プ ラン ) 較 較 図 
MM | 回 ・ 
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野 古道 」 を 海 、 山 、 川 で 体感 する 較 
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図 甘 較 
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重 県 、 和 歌 山県 


1 日 目 JR 熊 


3 日 目 紀和 町 内 


⑥ 七里 御浜 ⑥ 横 垣 峠 道 ⑤ 丸 員 
E 大 社 ⑤ JR 新宮 駅 図 


野市 駅 ⑩ 紀南 ツア ー デ ザイ ン セ ンタ ー ⑩ 松本 峠 道 ⑩ 鬼ヶ城 、 獅 子 送 、 花 の 訪 ( 宿泊 ) 熊野 市 内 図 
2 日 目 熊野 市 内 @( 途中 熊野 灘 の 景観 を 楽しむ) 紀宝 町 ウミ ガメ 公園 
〇 熊野 川 カ ヌー 1 日 体験 コー ス 参 加 ③ 熊野 速 ヨ 


h 千 枚 田 @ ( 宿泊 ) 紀和 町 内 図 


3 叶 較 詩 較 嗜 共 融 較 
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教 の 伝来 か ら 民 衆 の 信仰 を 得る まで の 旅 凶 


都 府 、 奈 良 県 較 


1 日 目 大 阪 駅 Gi 南 阪奈 道路 途中 、 奈 良 盆地 を 一 望 ) 法 興 寺 飛鳥 寺 ) 
2 日 目 奈良 市 内 @ 延暦寺 @ 東寺 @ 知 恩 院 @ 炒 心 寺 @ 


@ 百済 大 寺跡 @ 東大 寺 @ 
紗 顕 寺 @ 西本 願 寺 @ 京都 駅 


唐 招提 寺 @⑨ ( 宿泊 ) 奈良 


内 図 
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発見 日 本 の 精神 文化 の ルー ツ を た どる 旅 較 


較 統 3 較 図 較 
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1 日 目 松阪 駅 ③ 神 服 織機 神 社 ⑤ 斎宮 歴史 博物 館 ⑤ 斎宮 了 跡 休憩 所 ここ に 待機 し て いる 史跡 案内 ボラ ンティア と と も に 史跡 内 を 散策 ) 
0 斎 王 の 森 ⑩ 斎宮 跡 休憩 所 ⑤ 大 淀 渓 伊勢 神宮 、 朝 熊山 を 望む ) ③G ( 宿泊 ) 二 見 旅館 街 較 

二見 旅館 街 0⑩ 二見 興 玉 神 社 、 夫 婦 岩 ⑩ 二見 寅 日 館 国 
神宮 農業 館 国 登録 有形 文化 財 ) ⑤ 神宮 門前 町 [ 


2 日 目 


3 日 目 旅館 麻 吉 ⑥ 金剛 語 寺 ⑤ 朝熊 山 山頂 伊勢 湾 を 展望 ) 


@ 


登録 有形 文化 財 ) ⑤ 御 塩 殿 神社 ⑤ 御 塩浜 
お か げ 横 丁 ほ か ] ⑩ 伊勢 内 宮 、 境 内 G (宿泊) 旅館 麻 吉凶 
鳥羽 市 街 散 策 ⑤ 鳥羽 駅 較 


⑩ いつ きのみ や 歴史 体験 館 ⑩ 斎宮 歴史 ロマ ン 広 場 


国 


G 神宮 御園 ③ 二 軒 茶 
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薦 と と も に 花 の 吉野 を めざす 旅 較 
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1 日 目 苗 焦 区 記 念 館 ⑩ 苗 葵 付 生 家 ⑩ 装 虫 庵 ⑩ ( 宿泊) 伊賀 市 上 野 較 


2 日 目 伊賀 市 上 野 近鉄 上 野市 駅 ⑬ 青山 町 駅 ⑩GG 兼好 塚 ⑩@6@ 


3 日 目 長谷 寺門 周辺 ⑩ 長谷 寺 @ 桜井 駅 @ 多 武 峰 [ 談 山神 社 ] ( 宿泊 ) 多 武 峰 図 


青山 町 駅 @⑬ 長谷 寺 駅 三本松 駅 で 途中 下車 し 、 琴 己 峠 に 立ち 寄っ て も よい ) ( 宿泊 ) 長谷 寺門 


回 


軸 I 隊 図 路 較 図 晶 図 共 了 図 1 要 較 図 図 3 菩 図 晶 図 喘 共 上 較 甘 図 鐘 晶 


8 
中 353 apappa53 gpzphpapd ipapR5 


1 日 目 京都 駅 ⑥@⑧ 下 隊 神 社 @ 銀閣寺 ⑥ 南 禅 寺 ⑩ 知 恩 院 ⑩ 清水 寺 @ (宿泊 ) 京 都市 


EE3C3E36453 較 湊 qEpa3 


較 
欠 
較 
較 
葛 
図 図 4 日 目 多門 峰 ⑩ 細 味 0⑩ 能 門 の 溢 ⑩ 平尾 か ら 錦 吉野川 星 まで この 日 は 計 6 時 間 の 歩行 と な る ) @ ( 宿泊) 村営 湯 盛 温泉 杉 の 湯 ホテ ル 図 
図 図 5 日 目 村営 湯 盛 温 泉 杉 の 湯 ホ テル ⑧ 大 演 西河 の 瀧 ) ⑩ 凌 釣 の 滝 ⑩ じい 坂 ば あ 坂 ⑳⑩ 花 の 吉 ( 宿泊 ) 吉 野山 の 旅 館 図 
欠 区 
図 較 1 日 目 近鉄 津 駅 ② 結城 神社 ② 北島 神社 、 北 押 館 中 底 園 0 肥 山 城跡 〇 (宿泊 ) 村 原 温泉 図 
較 較 2 日 目 模 原 温泉 構 原 温泉 口 駅 @ 京都 駅 ⑥ 六 波 引 密 寺 ⑧ 天竜 寺 ⑥ 大 覚寺 @ 法 観 寺 ②⑤ (宿泊 ) 渦 山 温泉 な ど 図 
50 較 太平 記 南朝 」 ゆ か り の 地 を 訪ね て 較 人 木 久幸 図 三重 県 3 日 目 出山 温泉 な ど 京都 駅 ⑩ 近鉄 奈良 駅 ⑨ 笠置 山 @ 近鉄 奈良 駅 ⑩ 尋 福 寺 、 東 大 ぎ 、 春 日 大 社 、 元 興 寺 な ど ⑩ 近鉄 奈良 駅 @ 公 生 誕 地 、 千 早 城 、 観 心 き 、 析 
図 較 祭 G 河内 長野 駅 @ 吉野 駅 (宿泊 ) 吉 野 町 内 図 
較 図 M 2 日 目 吉野 町 内 如意 輸 寺 0 後 村 天 皇 陵 ⑩ 吉水 神社 ⑩ 蔵 モ 党 図 
中 欠 図 
図 較 日 較 | 興 二 県 較 1 日 目 京都 駅 ⑩ 姓 路 城 @ 書写 山 円 教 寺 ⑤G 姫路 駅 @ 京都 駅 
Zi 洒 迷 om (| 較 較 攻 -- 十 図 MEETSTNEPTIGE SHESSPRSHPR THSHN YR すい 2 グー02 い 2 の 0 CPP 
図 図 図 | 図 1 日 目 大 阪 @@ 高野 山 @ (宿泊 ) 湯 の 峰 温泉 図 
較 伊 山 地 の 霊 場 と 山 語 道 較 較 和 2 日 目 湯 の 峰 温泉 @⑩ 熊野 本 宮 大 社 @ 熊野 速 玉 大 社 @ 勝浦 駅 ⑩ 〇 O ( 宿泊) 勝浦 温泉 較 
図 図 較 3 日 目 騰 清 温泉 @③ 熊野 那 智 大 社 ⑩ 那 和 山 青 岸 法寺 ⑩ 那智 大 湾 @ 那智 駅 @ 大 阪 図 
mm 図 陸 電 me ビジ 
5 虹 関西 ) の 世界 道産 巡る 旅 都 奈良 の 北 財 図 図 。_ 1 日 目 大 阪 @ 奈良 駅 人 9 道産 め べ り 循環 バス ) 東大 寺 0 軸 福 寺 0 元 軸 寺 0 春日 大 社 遺産 め べ り 循環 ベス) 平城 宮中 (宿泊) 奈良 
回 褒 科 2 日 目 奈良 市 内 (遺産 めぐ り 循環 バス) 法隆寺 遺産 めぐ り 循環 バス ) 席 招 提 寺 遺産 めぐ り 循環 バス ) 薬師 寺 [遺産 め り 循環 ベス )@ 大 阪 図 
図 図 
較 
較 
図 
較 
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てる 較 鐘 ph 


失 
較 
較 
較 図 較 
古都 京都 を 巡る 凶 治 竹 県 都 府 図 2 日 目 京都 市 内 @ 金 導き 竜 安寺 @ 仁和 寺 @ 天龍 寺 @ (宿泊 ) 京 都市 内 図 
図 較 較 3 日 目 京都 市 内 @⑤ 二条 城 @ 西本 願 寺 @⑥ 東寺 @ 醍醐 寺 @ 平等 院 ⑩ 宇治 上 神社 @ 京都 駅 較 
愉 凶 ーー 
較 較 較 1 日 目 紀伊 勝 清 駅 ⑩ (宿泊 ) 紀 伊 勝浦 温泉 較 
Sn 図 較 2 日 目 紀伊 勝 清 温 泉 ⑳ 紀伊 勝 清 駅 @ 那智 の 大 滝 ⑩ 熊野 那 園 大 社 ⑩ 大 門 坂 @ 紀伊 勝 清 駅 @ 串本 駅 ( 宿泊) 潮岬 周辺 較 
5 0 較 選 癌 図 沿 日 図 | 和歌 山県 3 日 目 潮岬 周辺 @ 串本 駅 @ 白浜 駅 @ 白 良 浜 OO 千晴 敷 GO 三段壁 @⑩ (宿泊 ) 
較 452 図 較 較 較 日 目 白浜 温泉 @ 白浜 駅 @ 極楽 橋 駅 @ 高野 山 駅 ⑩ 金 則 峰 寺 ⑥ 奥 の 陸 参道 、 奥 の 院 ②③ (宿泊 ) 高 野山 宿坊 較 
較 還 回 還 5 日 目 高野 山 宿坊 @ 高野 山 駅 @ 極楽 橋 駅 @ 難波 駅 較 
5 遠 な る 山里 に 立つ 古寺 史跡 を 訪ね る こと で 、 凶 図 図 人 罰 1 漆 邊 較 | 軸 1 日 目 吉野 駅 ⑩ 持 統 天 皇 の 句碑 ⑩ 吉野 金 者 山寺 ⑩ 吉水 神社 ⑩ 如意 輸 寺 ⑩ 吉野 水分 神社 ⑩ 西行 庵 ⑩ 吉野 駅 (宿泊 ) 吉 野 町 内 較 
普遍 的 な 人 間 の 心理 と 本 質 を 知る 図 可 は 2 示 2 日 目 吉野 町 内 @ 石 舞台 古墳 ⑩ 天武 持 統 天皇 陵 @⑤ 桜井 駅 較 
図 M 較 1 日 目 JR 紀伊 田辺 駅 ⑥ 発 心 門 王子 ⑩ 熊野 本 宮 大 社 @ 宿 の 送迎 車 な ど ) ( 宿泊 ) 本 宮 温泉 郷 ( 1 日 目 の 歩行 距離 約 7 km) 較 
計 、 は 和 、 2 日 目 本 宮 温 泉郷 @③ 宿 の 送迎 車 な ど ) 請 川 下地 橋 バ ス 停 より 熊野 古道 小 雲 取 越え ⑩ 百間 < ら ⑥⑩ ( 宿泊) 小口 自然 の 家 ( 2 日 目 の 歩 行 距 離 約 13km) 較 
5 日 本 の 精神 文化 を 肌 で 感じ る 旅 2 凶 半 MT 3 日 目 小口 自然 の 家 ⑩ 熊野 古道 大 雲 取 越え ⑩ 円 座 石 ⑩ 角 見 味 ⑩ 熊野 那 智 大 社 、 那 智 の 滝 、 那 箇 山 青 岸波 寺 ⑥ ( 宿泊) 勝浦 温泉 ( 3 日 目 の 歩 行 距 離 約 15km) 図 
較 図 図 図 図 日 目 騰 消 温泉 @ 三輪 崎 駅 0⑩ 高野 坂 海 沿い の 熊野 古道 ) ⑩ 神 倉 神社 ⑩ 速 玉 大 社 ⑩ JR 新宮 駅 ( 4 日 目 の 歩行 距離 約 8km) 較 
較 較 較 較 凶 1 日 目 京都 駅 @ 峯 虹 嵐 山 駅 ⑩ 天龍 見 学 後 、 昼 食 精 進 料理 ) ⑩ 指 月 庵 ⑩ 鹿 王 院 (宿泊 ) 
5 旨 を た の し み 、 茶 を た し な む … 国 際 派 大 和 撫 子 を 目指 し て … 較 賠 朋子 図 東 訓 沿 衝 遇 都 府 図 2 日 目 鹿 王 院 ⑩ 叱 央 嵐 山 駅 @ 鳥 丸 御池 駅 ⑳ 一 保 堂 茶 輔 内 喫茶 宇 嘉 木 」 ⑩ 三条 駅 @ 四条 駅 ⑩ 茶寮 都 路 里 本 店 ⑩ 高台 寺 @ 京都 駅 @ 亀岡 駅 @ 京都 
較 較 較 較 較 @@ 京都 駅 鐘 
欠 凶 欠 凶 名 
較 較 較 較 較 1 日 目 JR 京都 駅 ⑤ 昼食 楽々 普 国 登録 有形 文化 財 ) ⑥⑤ 出雲 大 神宮 ⑤ 美山 町 北 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 ) ⑤ ( 宿泊) 美山 町 北 地 
56 較 大 人 の 旅 日 本 の 原 風景 を 訪ね て ) 図 平井 較 f 府 図 2 況 日 較 | 京都 府 較 2 日 目 美山 町 北 地区 @ 宮津 市 籠 神社 軸 リ フト ) 笠松 公園 天橋 立 を 望む ) ⑤ 伊根 町 伊根 浦 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 ) ②⑤ (宿泊) 伊根 町 伊根 浦 較 
較 較 較 較 較 3 日 目 伊根 町 伊根 浦 朝 の 漁協 へ ) ⑤ 丹後 半島 一 周 [新井 の 千 枚 田 、 経 ヶ 岬 灯台 、 丹 後 松島 、 琴 引 浜 な ど デ ] ⑤ 加悦 町 加悦 丹後 ちり めん 発祥 の 地 ) 
史 層 区 記 | 区 9 
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図 図 較 較 較 8 日 目 〇 鹿児島 港 
較 | 因 凶 凶 凶 凶 
較 較 較 軸 図 軸 1 日 目 鹿児島 @( 定期 観光 バス ) ザビ エル 滞 鹿 記念 碑 定期 観光 バス ) 鹿児島 カテ ドラ ル ザビ エル 記念 聖堂 (定期 観光 バス ) 福 則 寺 跡 (宿泊) 鹿児島 市 内 図 
2 日 目 鹿児島 市 内 @⑬ 阿久 根 @O 本 渡 本 渡 痢 教 公 園 @ 定期 観光 バス )@ 天草 切支丹 館 @( 定期 観光 バス )@ 明徳 寺 定期 観光 バス )⑥ 崎 津 天主 堂 (定期 観光 バス )@ 大 江 天 主 
較 和 較 和 四 堂 @ 定期 観光 バス )⑥ 天草 ロザリオ 館 (定期 観光 バス )@ 天草 コレ ジョ 館 ( 宿泊 ) 本 渡 市 内 図 
山口 県 、 福 岡 県 、 欧 3 日 目 本 渡 市 内 @ 鬼 池 港 @ 口 津 港 ⑳⑩ ロ 津 町 歴史 民俗 資料 館 (島原 鉄道 の 車窓 より 原 城跡 を 塵 む ) 島原 駅 @ 雲仙 地 狼 、 キ リ シ タン 痢 教 偽 ( 宿泊) 村 仙 市 内 図 
75 陸 宣教 師 ザ ビエ ル の 足跡 と キリ シタ ン 文化 を た ず ね る 旅 凶 籠 手 田 恵 夫 較 長崎 県 較 6 泊 7 日 | 長崎 県 、 熊 本 県 、 芝 ^ 4 日 目 雲仙 市 内 @( 小浜 温泉 を 経由 ) 長崎 駅 @ 定期 観光 バス ) 日 本 二 十 六 聖 人 狗 教 地 @ 定期 観光 バス ) 大 浦 天主 堂 @ 定期 観光 バス ) 浦上 天主 堂 ( 宿泊 ) 長崎 市 内 図 
図 | 図 較 凶 較 鹿児島 県 較 5 日 目 長崎 市 内 ⑤ 外海 歴史 民俗 資料 館 ③ ド ・ ロ 神父 記念 館 ⑤ 出 津 教会 ⑤ 遠藤 周作 文学 館 ④ 中 浦 ジュ リア ン 記念 公園 ⑥ 横瀬 清史 跡 公園 ⑤ ( 宿泊 ) 平戸 市 内 図 
図 | 較 較 較 凶 較 6 日 目 平戸 市 内 ③ 平戸 ザビ エル 記念 教会 、 ザ ビエ ル 記 念 碑 ② 松浦 史料 博物 館 ⑥ 平戸 観光 史料 館 ⑤ 紐 差 罰 リッ ク 教 会 ⑤ 宝亀 罰 リ ッ ク 教 会 ⑤ 平戸 切支丹 資料 館 ③ 島 の 館 ⑤ 
較 | 較 較 較 凶 較 ガス パル の 墓 ⑤ 山田 四 リ ッ ク 教 会 ⑤ 田平 仏 リ ッ ク 教会 ⑤ 焼 罪 史跡 公園 (宿泊) 福岡 市 内 図 
較 | 暫 較 較 較 較 7 日 目 福岡 市 内 福岡 駅 人 @G 新幹線 ) 新山 口 駅 人 @ 山 ロ ザビ エル 記念 聖堂 、 ザ ビエ ル 記念 公園 @ 新山 口 駅 図 
凶 二 基 欠 外 欠 欠 鐘 
凶 三 5 ン 較 較 較 較 1 日 目 大 分 空港 ⑥ 宇佐 神宮 ② ( 宿泊) 湯布院 較 
85 凶 上 本 の 一 大 天才 神居 と 人 の 神仏 習合 ) を 、 較 西園 寺 公 輝 図 大 分 県 較 2 泡 日 図 | 大 分 県 共 2 上 湯布院 〇 塚原 温泉 G 晴 時 麻央 仏 〇 田 染 蘭 〇 真木 大 堂 G 国宝 富 真 寺 〇 (宿泊 ) 別 市 内 
較 図 すがっ 記 る 族 較 較 図 較 3 日 目 別府 市 内 @ 願 成就 寺 ⑤ 両 子 き ⑤ 大 分 空港 図 
鐘 図 鐘 欠 欠 欠 
5 6 2 8 に AL 宮 和 1 日 目 佐世保 駅 @ 佐世保 市 民 文化 ホー ル ( 旧 海 軍 佐 世 保 鎮守 府 疲 旋 記念 館 ) @⑤ 佐世保 海軍 施設 瓦 造 倉庫 群 ) @⑤ 針 尾 の 無線 塔 ⑤ 佐世保 駅 @ 長崎 駅 @ (宿泊 ) 矢 太 楼 図 
さき 冶 県 貴 7 ー《 A 同 > 疹 県 の = ー ー 
58 IN 長崎 県 の 近代 化 遺産 を ※ る 旅 較 徳 較 長 人 1 深 日 較 間 較 2 日 目 矢 太 楼 @ 長崎 港 O 端 朗 軍 争 島 )、 高 島 、 三 菱 重工 業 長崎 造船 所 史料 館 、 三 菱 史料 館 ② 国際 海底 電 線 小 ヶ 信 陸 揚 庫 ② 小 意 修 般 場 跡 ② 出島 橋 ⑥ 長崎 駅 図 
図 | 較 較 較 人 較 1 日 目 福岡 国際 空港 @ 博多 駅 高速 ス ) 日 田 駅 WI 周遊 バス ) サッ ポロ ビー ル 日 田 工 場 周遊 バス ) 日 田 豆 田町 [町 並み 散策 、 威 宜 園 跡地 ] (周遊 バス ) 日 田 隈 町 [ 旧 田 物 園 山 魚 全 
87 交 の ふる き と 」 の ぐり リー 美しい 小さ な 団 人 の 歴 ま と 広 化 の 旅 線 真美 較 大 分 2 お 日 久 | 福岡 、 大 分 県 2 
図 COY の ご ご 條 見 吉 KK 図 2 較 ? 較 較 2 2 2 日 目 日 田 温 泉 ⑩ 日 田 駅 ⑤ 皿 山 [小鹿 田 焼き の 里 ] 耶馬 渓 [ 山 国 猿 飛 告 峡 、 深 耶馬 渓 、 青 の 洞門 、 羅 漢 寺 ] ③ 院内 町 [石橋 ] 安心 院 町 [ 鍵 絵 ] ⑤ (宿泊) 由布 院 較 
3 日 目 由布 院 [ 金 鱗 湖 、 美 術 館 アル テ ジ オ ] ⑤ 九重 町 、 玖 珠 町 G 日 田 駅 @ 高速 べ ス ) 博多 駅 @ 福岡 国際 空港 
凶 | 鐘 凶 凶 較 凶 g 
8680 豊か な 自然 の 記 み か 生まれ た お 茶 の 名 間 地 人 女 頑 野 東 彼 枠 へ の 旅 守山 拓 田 較 奏上 1 | 所 、 佐 賀 県 、 凶 1 の 化 人 の 人 提 ( 大 打 1 較 
の は 明 2802 こめ 泰 の 名 座 地 、 に 1 KK 軸 借 へ 2 ? 長崎 県 較 2 日 目 野 町 内 ②③ 嬉 野 の 大 チャ ノ キ G 東彼杵 町 歴史 民俗 資料 館 図 
囚 | 図 較 凶 4 対 ーー 
| 和 ば 和 較 図 1 日 目 島原 駅 ⑩ 島原 城 @⑥ 雲仙 岳 災 害 記念 館 が まだ 3 す ド ー ム ) @ 雲仙 普賢岳 (宿泊) 雲仙 温泉 | 
較 2 日 目 雲仙 温泉 @③ 島原 外 港 駅 より 島原 鉄道 に 乗車 車窓 の 風景 を 楽し む ) @ 鉄道 ) ロ 津 歴史 民俗 資料 館 、 海 の 資料 館 ② 鬼 池 港 ③ ソル ファ ー ム 、 風 力 発電 所 ② 富岡 城跡 ビジ ター セン ター 
88 交 重 > タン の 道 島原 . 天草 較 団 下 留美 凶 鹿 児 個 県 較 3 泊 特 図 長崎 県 、 熊 本 県 較 甘 北 火力 発電 所 ⑤ 五 足 の 靴 文学 遊歩 道 ⑥ ( 宿泊 ) 下田 温泉 較 
較 | 暫 較 較 較 較 3 日 目 下田 温泉 ⑥ 十 三 仏 公園 ⑥ 高浜 焼 寿 芳 窯 ③ 大 江 天 主 堂 ③ 崎 津 天主 堂 ⑥ ( 宿泊) 牛深 市 内 較 
図 | 図 図 較 較 較 2 日 目 牛深 市 内 ②⑤ (帰路 ) 陸路 熊本 県 水俣 市 へ 空路 鹿児島 県 出水 群 長島 町 へ 図 
凶 す 凶 凶 凶 凶 鐘 
図 | 図 較 較 較 較 1 日 目 大 分 空港 ⑤ 杵築 城 填 ⑩ 勘定 場 の 坂 ⑩ 北台 武家 屋敷 叶 ⑩ 酢 屋 の 坂 、 志 保 屋 の 坂 ⑩ 南台 武家 屋敷 中 ②③ 深江 港 、 回 天 基地 跡 ⑤ 喝 谷 城 二 、 城 下町 ②⑤ 枠 原 八幡 宮 ⑤ 
計 ・ 2 ここ 中 所 泊 還 豊後 国分 寺跡 、 大 分 市 歴史 資料 館 ② 府内 城 培 ( 宿泊 ) 大 分 市 内 較 
58 角 下 と 信 全 の 連 る 放 中 直行 鐘 愛 | 2 ー 鐘 分 2 日 目 大 分 市 内 今 市 石 崇 〇 岡城 寺 、 城 下町 、 江 訂 太郎 記念 館 蜂 桁 麻 岸 仏 〇 日 杵 城 寺 ⑩ 稲葉 家 下 屋敷 ⑩ 野上 弥生 子 文学 記念 館 0 二 王 座 歴史 の 道 @ 別府 市 ② (宿泊) 鉄輪 温 泉 
図 | 図 図 図 図 3 日 目 鉄輪 温泉 ⑤ 宇佐 神宮 ② 大 分 県 立 博物 館 ②③ 宇佐 海軍 航空 隊 基 地 跡 、 城 井 1 号 挫 体 壊 ⑤ 安心 院 簡 礎 酒 工房 〇 富貴 寺 ② 真木 大 堂 〇 熊野 磨崖仏 ②⑤ 大 分 空港 
較 和 較 軸 較 軸 1 日 目 田原 坂 公園 [田原 坂 資料 館 」 ② 薩 軍 墓 地 、 家 軍 墓 地 〇 吉 次 峠 ⑥ 天水 小 天 温泉 ⑤ 霊 厳 洞 G 川尻 町 ⑤ ( 宿泊) 熊本 市 内 図 
に と 学 | 造 研 究 セ ンタ ー 図 、 熊本 市 本 城 資料 館 桜 熊本 大 学 五 高 記念 リデル ラ 條 記念 立 公園 ガラ > 商店 街 通り 、 
91 団 赤 に 生き た 若者 た ちの 軌跡 - 西南 戦争 か ら 欧 化 教育 へ 較 IM 図 熊本 県 図 2 泡 日 較 | 熊本 県 較 2 日 目 本 NRNd8 G 神風 連 資料 館 桜山 神社 ) ⑩ 熊本 大 学 五 高 記念 館 ⑳ リデル ラ 人 記念 館 ⑩ 泰 勝 寺 立田 山 自然 公園 ガラ シャ 遍 ⑩ 子 飼 商店 等 ⑩ 上 通り 
図 | 図 2 較 図 | 図 0 5 
図 | 囚 図 図 図 図 3 日 目 熊本 市 内 ⑤ 夏目 激 石 内 坪井 旧居 ②③ ラフ カ デ ィ オ - ハー ン 上 旧居 小泉 八雲 熊本 旧居 ) 市 電 ) 熊本 洋学 校 教師 館 ジ ェ ー ン ズ 邸 水前寺 公園 に 併設 ) ⑳ 古今 伝授 の 間 ⑤ 横井 小 楠 記念 館 四 時 軒 ) 図 
図 | 図 Pa 較 凶 | 名 ii ee 了 
8 上 ニス 前 原市 教育 委員 会 文化 課 図 本 % 本 | 生 1 日 目 JR 筑前 前 原 駅 @ 雷 山 千 如 寺 、 雷 神社 ⑥ 伊都 国 歴史 博物 館 ⑳⑱ ファ ー ム パー ク 伊都 国 ⑩ 性 土 城跡 ⑥ 三雲 井原 遺跡 @ 平原 遺跡 歴史 公園 ⑥ 志 登 支 石 墓 群 ⑥ 志摩 町 較 
3 開 RSE (人 武信 ) 図 eo 0 河 日 較 歴史 資料 館 ② 草屋 の 大 門 ⑤ 」R 筑 前 前 原 駅 凶 
較 較 較 語 市 神話 の 語り 都 図 軸 軸 1 日 目 宮崎 空港 〇 江田 神社 、 み そぎ の 池 ⑤ 都 萬 神社 、 記 紀 の 道 @⑤ 美々 津 ⑤ 高千穂 [ 宿 に 到着 後 、 夜 神楽 鑑 濾 ] ( 宿泊 ) 高 千穂 町 内 図 
ロア 5 2 日 目 高千穂 町 内 ⑤ 雲海 見 沸 10、11 月 ) ⑤ 天 岩 戸 神社 ③ 高千穂 神社 ⑤ 高千穂 峡 ③ 国見 ケ 丘 ⑤ 西 都 原 古墳 ⑤ ( 宿泊) 宮崎 市 内 図 
宮崎 県 上 W は ー ツ を … 図 ド ボラ ・ ア 協 議会 宮崎 県 N 宮崎 県 1 ーー 
状 Rd 4 | 半 衝 「 | Mi 上 3 日 目 宮崎 市 内 G 宮崎 神宮 ② 平和 台 公 園 @ 青島 神社 池 〇 鵜 戸 神宮 G 潮 導 神社 ⑤ 皇子 原 公園 @ 狭 野 神社 ⑤ ( 宿泊) 高原 町 内 図 
図 関 区 セル M 図 | 図 4 日 目 高原 町 内 ② 神武 誕生 ゆか り の 地 め ぐり 御池 G 神武 東 運 ゆ か り の 地 め ぐり 宮崎 空港 
鐘 図 
図 全国 三 地方 以上 X 12 プ ラン ) 図 図 較 図 図 
欠 区 欠 鐘 
図 | 図 較 較 較 1 日 目 関西 国際 空港 ⑭ 福岡 空港 (宿泊 ) 福 岡市 内 図 
図 | 図 較 図 較 図 2 日 目 福岡 市 内 博多 駅 @ 大 補 府 跡 ⑩ 戒壇 院 ⑩ 観世 音 寺 ⑩ 太宰 府 参道 ⑩ 太宰 府 天満 宮 ( 宿泊) 福岡 市 内 図 
図 | 図 較 較 較 3 日 目 福岡 市 内 博多 駅 @ 吉野 ヶ 里 公園 @ 有田 陶 破 美術 館 、 有 田 市 内 @ 有田 駅 長崎 ( 宿泊) 長崎 市 内 図 
較 | 凶 較 較 遇 者 府 、 山 口 県 、 図 4 日 目 長崎 市 内 仙 市 電 ) 大 浦 天 主 堂 ⑳⑩ グラ バー 旗 園 人 @ 市 電 ) 諏訪 神社 @ 市 電 ) シー ボル ト 宅 跡 シー ボル ト 記念 館 (宿泊) 武雄 温泉 較 
較 | 暫 較 較 較 福岡 県 、 佐 賀 県 、 鐘 5 日 目 武雄 温泉 @⑯ 久留 米 [久留 米 市 役所 文化 財 保護 課 、 梅 林寺 、 高 良 大 社 ] @ 柳川 川下 り 、 昼 食 名 物 う な ぎの せい ろ 蒸 し ] @ 熊本 @ 鹿児島 ( 宿泊 ) 鹿 児島 市 内 図 
94 | 日 本 の 海外 交流 の 軌跡 を 九州 に 訪ね て 凶 生 熊 文 凶 ドイ ツ 図 |10 河 1 日 図 長崎 県 、 熊 本 県 、 区 6 日 目 鹿児島 市 内 @ 仏 央 革 磯 庭園 )、 沿 古 集成 館 ⑬ 城山 [ 南 洲 洞 窟 、 照 国 神社 ] @ (宿泊) 青島 温泉 図 
図 図 大 分 県 、 宮 崎 県 、 鐘 7 日 目 青島 温泉 ⑩ 青島 神社 、 鬼 の 洗濯 板 ⑤ 堀切 峠 、 道 の 駅 フェ ニッ クス @ 青島 @ 日 向 市 駅 @ 神 皿 南郷 村 百済 の 里 ) ( 宿泊) 南郷 村内 較 
図 図 鹿児島 県 較 8 日 目 南郷 村内 南郷 村 百 済 の 里 [百済 の 館 、 西 の 正 倉 院 、 恋 人 の 丘 ] @⑨ 日 向 市 駅 @ 別府 ( 宿泊) 別府 温泉 図 
図 図 9 日 目 別府 温泉 別府 @ 下関 @ 日 清 講和 記念 館 ⑩ 旧 英 国領 事 館 ⑩ 赤間 神社 ⑩ 朝鮮 通信 使 上 陸 記 念 碑 ⑩ 城下 町 ⑩ 壇 清 古戦場 ⑩ 関門 橋 @ 京都 ( 宿泊) 京都 市 内 図 
図 図 10 日 目 京都 市 内 耳 塚 ⑩ 方 広 寺 ⑩ 三 十 三 問 堂 @ 伏見 稲荷 @⑬ (宿泊) 京都 市 内 図 
較 11 日 目 京都 市 内 人 関西 国際 空港 図 
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図 | 図 図 図 図 凶 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 @ 城端 @ 高岡 駅 ( 宿泊) 高岡 市 内 図 
図 | 図 図 較 較 較 5 日 目 高岡 市 内 ⑩ 高岡 市 山 町 筋 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 [菅野 家 住 宅 、 土 蔵 造 り の まち 資料 館 ほか ] @⑬ 高岡 市 吉久 散策 ⑩⑳ 中 伏木 如意 の 渡し L( 小矢部 川 を 渡る ) 高岡 市 伏木 [ 北 前 船 資料 
館 ] @ 氷見 駅 @⑳ 東京 駅 較 
較 | 図 較 図 | 史 上 
和 和 較 1 日 目 福岡 市 内 ⑥ 住吉 神社 、 那 の 津 ⑥⑯ 志賀 島 、 金 印 公園 @ ( 宿泊 ) 福 岡市 内 較 
図 | 図 較 図 間 瑞 県 佐賀 県 、 区 目 福 岡 市 内 福岡 博多港 の 〇 対馬 市 上 対 届 町 比 鐘 溢 ぐ 生 、 電 国民 欠 所 ⑤ 対馬 市 上 対馬 町 比 鐘 溢 〇 江 原 町 [長崎 県 立 対馬 歴 民 資料館] 〇 ( 宿泊) 厳原 町 内 較 
図 | 図 対馬 海峡 、 渡 海 コ ー ス 図 図 較 4 漆 較 長崎 県 較 0 3 日 目 厳原 町 内 ②⑮ 芦辺 町 [芦辺 港 、 原 の 辻 遺 跡 ] @⑥ 石田 町 印 通 寺 港 ⑥ ( 宿泊) 唐津 市 呼子 内 図 
図 | 図 較 図 較 KX 較 ie 4 日 目 唐津 市 呼子 内 呼子 近郊 [朝市 、 針 西町 名 護 屋 ] ⑤ 唐津 市 背山 か ら 尋 ノ 松原 、 唐 津 湾 を 望む ] @ ( 宿泊) 福岡 市 内 較 
図 | 図 図 図 図 凶 | 図 5 日 目 福岡 市 内 福岡 市 内 鈴 光 福岡 市 博物 館 [江渡 館 跡 、 防 塁 跡 I 
| 結ぶ 、 区 ト - 稚 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー | ラレー ーー | 同上 ーー 芝 -- 十 和信 ---ーーーーーーーーーーーーーーー 了 ----- ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ーー ニー ニー ニー ニニ ーーー ニー ニニ ーー ニー ニー ニニ ーーー 
98 上 給 川 光 和 図 岐 各所 図 回 1 日 目 福岡 市 @ 宮地 湊 神 社 ⑥ 宗像 大 社 @ 東郷 駅 @ ( 宿泊) 門司 区 内 図 
図 ME 玄界灘 か ら 瀬 戸 内 へ 凶 較 2 汽 B 日 装 ロ 県 、 福 岡 県 2 日 目 門司 区 内 門司 港 上 トロ 〇 下関 市 [赤間 神宮 、 日 清 講和 記念 館 ] ( 宿泊 ) 下 関 市 内 図 
図 較 較 較 較 3 日 目 下関 市 内 @ 柳井 港 ⑥ 上 関 、 室 津 ⑨ 柳井 港 @ 広島 図 
トー 図 (で で で 。/ ラリ 茸 -- 十 鐘 ---ーーーーーーーーーーーーーーー 了 ---ーーーー も 3 だ だり キキ PR だす PP 
和 較 較 較 較 孤 大 兵庫 県 、 罰 上 広島 市 内 呉 駅 * 松 渡 秋 通 信 史 資 料 館 | 仁 方 駅 三原 駅 @ 福山 市 駅 @ 輌 の 浦 [ 対 潮 本 千 手 院 福 禅師 境内 )]( 宿泊 ) 輌 の 浦 較 
瀬戸 内 海 航路 の 旅 較 2 泡 お 日 較 岡山 県 広島 県 凶 2 日 目 閑 の 浦 @ 福山 市 駅 @ 倉敷 駅 @G 吉備 津 神社 @@ 下津 井 ⑧@ 児島 駅 @ 岡山 駅 @ 邑久 駅 @@ 本 蓮 寺 ( 宿泊) 牛窓 町 内 図 
で 3 3 日 目 牛窓 町 内 @@ 邑久 駅 @ 相生 駅 ⑥ 御津 町 室津 海 駅 間 @⑥ 網干 駅 @ 姫路 駅 @ 明石 駅 ⑥ 須磨 の 浦 ⑥ 明石 駅 @⑥ 神戸 港 @ 大 阪南 港 @ 住吉 神社 @ 新 大 孤 駅 較 
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アイ コン の 説明 … @ 飛 行 機 フェ リー 観光 船 遊覧 船 な ど マイ カー レン タカ ー な ど  @ 電 車 な ど @ バ パス @⑧ タ クシ ー 人 ロープウェイ ケー ブル カー レンタサイクル 徒歩 ~※ 氏 名 、 代 表 者 名 は 敬称 略図 
世 隊 洛 の テー マ 5 攻 名 加 休 代表 者 名 ) 区 住所 5| 日数 | 訪 先 道上 氷 竹 較 
較 人 三 地方 以上 X 12 プ ラン ) 続き 較 較 較 図 較 図 
囚 | 凶 囚 囚 囚 囚 員 
図 | 図 較 較 較 較 1 日 目 名 古屋 駅 @ 常滑 駅 ⑳⑩@ 常滑 市 民俗 資料 館 ⑩@⑥ 常滑 市 立 陶芸 研究 所 ⑩@ 登 窯 広場 展示 工房 館 ⑭@ 窯 の ある 広場 資料 館 ⑱② 世界 の タイ ル 博 物 館 ⑩@ 常滑 駅 ( 宿泊 ) 図 
図 | 図 図 較 区 名 古屋 市 内 図 
本 目 ゞ 昌 目 屋 に 尾 居 瀬 百 中 PR 瀬戸 市 美術 山 百 半 ミュ ー バ テア 赤津 焼 会 ーー 主 : M 
99 団 古 窯 に 日 本 の 陶磁 回 産 業 の 源流 を た ず ね る 旅 較 河野 いわ お 較 愛知 県 較 3 泊 4 日 較 fP 県 、 較 2H 目 0 2 〇 ⑩G@ 愛知 県 陶磁 資料 館 ⑩G 瀬戸 市 美術 館 ⑩G 瀬戸 蔵 ミュ ー ジ アム ⑩@ 赤津 焼 会 館 ⑩@ 尾張 瀬戸 駅 @ 名 古屋 駅 新幹線 ) 姫路 駅 凶 
科 図 較 3 日 目 備前 市 内 伊部 駅 ⑩ 備前 陶芸 美術 館 ⑩ 備前 焼 伝統 産業 会 館 ⑩ 閑谷 学校 ⑩ 伊部 駅 @ 姫路 駅 新幹線 ) 京都 駅 @ 信楽 駅 ( 宿泊) 甲賀 市 内 較 
囚 | 図 較 図 ー 了 賀 市 内 信楽 駅 ⑩ 滋賀 県 立 陶芸 の 礎 [陶芸 館 、 創 作 研 修 館 、 信 楽 産業 展示 館 ] ⑩ 信楽 焼 美術 館 ⑩ 信楽 伝統 産業 会 館 ⑩ 信楽 駅 凶 
較 和 較 較 較 1 日 目 東京 @⑳ 沖縄 那覇 ) @⑥ 浦添 市 立 美 術 館 @ 那 醐 市 伝統 工芸 館 ( 宿泊 ) 那覇 市 内 較 
較 | 図 較 図 図 較 2 日 目 那 一 市 内 首 里 城 @ 那 和 覇 空港 @ 大 阪 伊丹 空港 @ 貸切 バス ) 高台 寺 美 術 館 京都 ) ( 宿泊) 京都 市 内 較 
較 | 図 較 図 図 較 3 日 目 京都 市 内 貸切 バス ) 京都 国立 博物 館 @( 貸切 バス ) 京都 市 産業 技術 研究 所 (G( 貸切 バス ) 京都 伝統 産業 ふれ あい 館 (貸切 バス ) 平安 神宮 @( 貸切 バス ) 伏見 稲荷 神社 @ 図 
図 | 図 図 図 図 栃木 上 、 東 京都 、 図 ( 貸切 バス ) 金 間 寺 ( 宿泊) 京 者 市 内 時 _- 
100M" Japan "を 訪ね る 旅 較 菅野 淳一 図 福島 県 較 10 泊 1 日 団 石川 県 福井 県 、 較 4 日 目 京都 市 内 @ 錆 江 市 @ 越前 漆器 伝統 産業 会 館 @ 石川 県 立山 中 漆器 産業 技術 セン ター、 石 川 県 桃 物 る くろ 技術 研修 所 @ 山中 漆器 伝統 産業 会 館 @ ( 宿泊 ) 山 中 温泉 図 
較 | 図 図 凶 図 京都 府 沖縄 県 凶 5 日 目 山中 温泉 @⑥ 久 谷 陶芸 村 、 久 谷 陶 芸 資料 館 @③ 輸 島 市 @ 輸 島 漆 芸 美術 館 @ 輸 島 漆器 資料 館 ( 宿泊 ) 輸 島 温泉 た な か 図 
図 | 図 較 図 図 層 NB2 6 日 目 輪島 温泉 た な か 輸 島 市 朝市 ) @@ 小松 空港 @⑱ 羽田 空港 @ 浅草 途中 で 銀座 散策 ) @ 日 光 ( 宿泊) 日 光 市 内 図 
図 | 図 図 図 図 7 日 目 日 光 市 内 日 光 木 韻 り の 里 工 芸 セン ター 《 うる し 博物 館 ( 宿泊 ) 日 光 市 内 較 ー ー 
図 | 図 較 図 図 図 8 日 目 日 光 市 内 日 光 東 昌 宮 [美術 館 、 宝 物 館 ] 日 光山 輪 王寺 日 光二 荒山 神社 日 光 @ 東京 ( 宿泊) 東京 都内 較 
宇 9 日 目 東京 都内 東京 国立 博物 館 日 本 の 伝統 的 工芸 品 館 東京 @ 成田 空港 か の 5 ら ヨ ー ロ ッ パ へ 図 
較 | 較 較 凶 AX 較 問 
和 ば 和 較 和 1 日 目 深川 採 茶 庵 @ 千住 大 橋 ②③ 草加 ② 間々 田 ⑤ 風土 記 の 丘 ⑤ 大 神 神社 ⑤ 今 市 ⑥ 日 光 ⑤ 含 満 ケ 淵 ⑥ 裏 見 の 滝 ⑤ (宿泊) 日 光 金谷 ホテ ル 図 
図 | 図 較 図 の 図 2 日 目 日 光 金谷 ホテ ル @⑤ 玉 沸 塩谷 町 ) @⑥ 黒羽 ⑤ 雲 厳 寺 ⑤ 黒羽 [黒羽 城跡 、 大 雄 寺 ] ⑥ 高 欠 黒磯 市 ) 〇 那須 湯本 温泉 ⑩ 温泉 神社 ⑩ 殺生 石 ⑩( 宿泊 ) 那 須 湯 本 温泉 清水 屋 旅館 図 
図 | 図 較 図 図 図 3 日 目 那須 湯本 温泉 清水 屋 旅館 G⑤ 芦野 那須 町 ) ⑥ 境 の 明神 ⑤ 白河 関 跡 〇 白河 ⑤ 須賀 川 ③ 乙 字 ケ 滝 ③ 安積 山 ⑤ 黒 塚 ⑥ 文 知 摺 観音 ③( 宿泊 ) 飯 坂 温泉 な か むら や 旅館 図 
図 | 図 較 図 図 図 4 日 目 飯坂 温泉 な か むら や 旅館 ⑤ 医王寺 ⑥ 笠 島 〇 竹 駒 稲荷 神社 ⑤ 仙台 ⑤ 志 の 確 多賀 城跡 ) ③ 末 の 松山 ⑤ 塩釜 神社 〇 松島 ⑤ 瑞 滅 寺 ⑤( 宿泊 ) 湯 ノ 原 温泉 元 湯 霊泉 亭 較 
図 | 図 較 図 ら 図 5 日 目 湯 ノ 原 温泉 元 湯 霊 泉 亭 〇 石巻 [昌和 山 公園 ] ⑤ 登米 ⑥ 平泉 ⑤ 厳美 渓 ⑤ 岩出 山 ⑤ 展 前 の 関 ⑤ 日 本 こけ し 館 ⑤ 鳴子 峡 ⑤ ( 宿泊) 鳴子 温泉 ゆ さ や 旅館 図 
人 6 日 目 鳴子 温泉 ゆ さ や 旅館 ③ 封 人 の 家 ② 山 刀 伐 味 ⑤ 尾花 沢 [ 葛 清風 歴史 資料 館 ] 〇 立石 寺 ② 大 石田 ⑥ 最上 川 舟 下り 〇 白糸 の 滝 ⑥ 羽黒 ⑥ 出羽 三山 神社 ⑤ 
間 較 | 四宮 城 県 、 ( 窒 ) 大 進 訪 較 
較 | 図 較 図 図 MR 7 日 目 時 NM earlierniAla 電 N ⑩ 湯殿 山神 社 ⑩ 湯殿 山本 宮口 G 専用 バス ) 湯殿 山 参 等 所 前 GX 代行 運転 で 移動 され た 車 に 乗車 ) 較 
N 尾 苗 ) こび 圭 ル ロロ 帳 R 県 、 埼 玉 県 、 注 : 岡 [長山 宅 跡 ] ③ ( 宿泊 ) 鶴 岡 東京 第 一 ホテ ル 
1 生 奥 の 細道 』 を た どる 旅 鐘 開 清 人 較 1 14 日 較 豆 都 、 新 潟 県 、 区 8 目 玲 剛 東京 第 一 ホテ ル G 酒田 氏 屋 | ② 吹 浦 〇 三崎 公園 〇 条 光 ② 酒田 和 山 公園 、 山 居 食 庫 ] 〇 大 堆 較 市 ) の 温海 〇 (宿泊 ) 肖 温泉 直後 屋 旅館 
図 | 図 図 較 較 富山 県 、 石 川 県 、 錠 9 日 目 温海 温泉 越後 屋 旅館 〇 念珠 関 爪 〇 村上 〇 室 寺 G 新潟 [ 臣 基 堂 ] 〇 弥彦 ロープ ウェ イ で 弥彦 山 へ ] 〇 国 上 寺 〇 弥彦 神社 〇 (宿泊) 弥彦 温泉 四季 の 宿 み の や 図 
図 | 図 図 較 較 福井 県 、 岐 阜 県 較 10 日 目 弥彦 温泉 四季 の 宿 み の や ⑤ 西 生 寺 ⑤ 出雲 崎 [ 間 焦 園 ] ⑤ 良寛 記念 館 ⑤ 直江 津 ⑤ 高田 [高田 城跡 】 ②③ 春日 山城 跡 ③ 林 泉 寺 ⑤ 五 智 国分 寺 ⑤ 能生 [能生 町 歴史 較 
図 | 図 図 図 二 較 民俗 資料 館 ]】 ⑤ ( 宿泊 ) 旅館 玉屋 較 
図 | 図 較 図 図 較 11 日 目 旅館 玉屋 ⑥ 親不知 、 子 不知 ⑤ 市 振 ⑤ 那 古 の 浦 ⑥ 高岡 〇 填 生 八幡 宮 ⑤ 倶 梨 個 羅 味 ⑥ 兼 六 園 、 成 異 間 ② 苗 惹 の 辻 ⑤ 願 念 寺 ⑤ (宿泊) 金沢 白鳥 路 ホテ ル 図 
図 | 図 較 図 図 図 12 日 目 金沢 折 鳥 路 ホ テル ⑤ 小松 ⑥ 那 谷 寺 ⑤ 山中 温泉 ⑥ 全 昌 寺 ⑤ 丸岡 城 ⑥ 永平寺 G⑤ 福井 ⑥ 今庄 ぐ 木 ノ 芽 味 ⑤ (宿泊 ) 今 365 温泉 や すら ぎ 図 
較 | 図 較 図 図 較 13 日 目 今 店 365 温泉 や すら ぎ G 金崎 宮 ⑥⑤ 気 比 神宮 ② 色 の 浜 〇 木之本 ⑥ 関ヶ原 ③ 垂井 ⑤ 南宮 大 社 ⑥ 大 垣 ⑤ ( 宿泊) 大 垣 フォ ー ラ ム ホ テル 図 
較 | 図 図 図 14 日 目 大 垣 フ ォ ー ラ ム ホ テル @⑤ 東京 @⑤ 深川 苗 信 稲 荷 神社 較 
人 科 図 図 1 日 目 名 古屋 @ 飛騨 古川 [ 和 ろ うそ く 、 匠 の 技 を 集め た 文化 館 、 駒 古道 具 屋 な ど ] @ 高山 祭 見 物 (宿泊) 高山 市 内 図 
石川 県 、 福 井 県 、 区 2 日 目 高山 市 内 @ 世界 文化 道 産 白川 卿 @③@ 金沢 ( 宿泊) 金沢 市 内 図 
109 還 内 界 文化 中 中 産 白川 卿 と 日 本 の 匠 の 技 を 訪ね る 旅 較 痕 放 泰子 図 静 隊 県 図 4 光 衝 図 阜 県 、 愛 知 県 、 芝 "3 日 目 金沢 市 内 金沢 [ 兼 六 園 、 野 村 家 、 九 谷 焼 の 光 仙 窯 な ど ] @ 輸 島 [輪島 漆器 会 館 、 輸 島屋 本 店 、 イ ナチ ュ ウ 美術 館 、 輪 島 の 市 ] 夜 は 御 陣 乗 太鼓 な どの 民俗 芸能 鑑賞 ( 宿泊 ) 輸 島 市 内 較 
図 | 図 較 較 較 滋賀 県 較 2 日 目 輸 島 市 内 輸 島 時間 が あれ ば 輪島 の 朝市 ] @③ 越前 今立 [和紙 の 里 会 館 、 パ ピル ス 館 、 久 立 工芸 館 ] @ 渡 岸 寺 [ 二 一面 観音 立像 ] @ 長浜 城 、 黒 壁 スク エア (宿泊) 長浜 市 内 図 
図 | 較 較 較 較 図 5 日 目 長浜 市 内 @ 瀬戸 の 名 陶 [赤津 窯 、 喜 多 窯 、 春 時 窯 瀬戸 本 業 窯 ] ⑩ 瀬戸 市 マル チ メ デ ィ ア 伝承 工芸 館 @ 徳川 美術 館 @ 有松 [有松 鳴海 絞り 会 館 、 井 桁 屋 の 蔵 、 竹 田家 の 町 家 建 築 ] 較 
RT 凶 凶 凶 凶 釣 
較 | 較 較 較 区 較 1 日 目 成田 空港 @@ ( 宿泊 ) 東 京都 内 図 
図 | 較 較 図 較 図 2 日 目 東京 都内 @ 浅草 [浅草 き 、 仲 見 世 通 り ] @ 水上 バス ) 月 島 [木造 長屋 な ど ] ( 宿泊 ) 東 京都 内 図 
較 | 図 較 較 較 較 3 日 目 東京 都内 東京 駅 @ 新潟 県 村上 市 [商家 町 、 武 家屋 敷 街 、 寺 町 な ど ] ( 宿泊 ) 村 上 市 内 ホー ムスティ ) 図 
図 | 図 較 図 鐘 図 46 日 目 村上 市 内 最 念 寺 弁天 堂 調査 修復 作業 に 参加 想定 ) (宿泊) 村上 市 内 ホー ムステイ ) 較 
時 吉 還 志 コ 東京 都 、 新 潟 県 、 芝 7 日 目 村上 市 内 村上 市 内 見 学 武家 住宅 [若林 家 な ど ] 町 屋 建築 [吉川 家 な ど ] 人 浄 念 寺 @ 関川 [近世 農家 建築 渡辺 家 住 宅 、 佐 藤 家 住 宅 ] ⑬ ( 宿泊 ) 村 上 市 内 ホー ムステイ ) 図 
1 人 の 人 文人 に ふれ る 旅 人 恵 図 10: Bi PT 議 YY 凡 か Leeiias 
図 | 図 較 図 図 図 9 日 目 京都 市 内 @@ 京都 市 内 [上 賀茂 神社 、 上 賀茂 社 家 町 、 清 水 寺 、 産 寧 坂 ] @@ ( 宿泊 ) 京 都市 内 図 
図 | 図 較 図 図 図 10 日 目 京都 市 内 @ 奈良 [東大 寺 南 大 門 、 大 仏殿 ] ( 宿泊 ) 奈 良 市 内 図 
人 図 11 日 目 奈良 市 内 @ 関西 国際 空港 凶 
較 較 較 凶 層 ーー 
科 図 図 内 1 日 目 高崎 駅 @ 少林 山 達磨 寺 ⑥ 群馬 音楽 セン ター @ 群馬 県 立 近 代 美 術 館 、 群 馬 県 立 歴史 博物 館 ②③ 高崎 哲学 堂 (宿泊) 高崎 市 内 較 
較 | 図 較 図 図 群馬 県 、 東 京都 、 区 2 日 目 高崎 市 内 高崎 駅 @ 軽井沢 駅 ⑤ 星野 リゾ ②⑤ ペイ ネ 美 術 館 ③ 聖 パ ② ロ リッ ク 教 会 (宿泊) 軽井沢 町 内 図 
神奈 川 県 、 新 潟 県 、 凶 3 日 目 軽井沢 町 内 @ 新潟 駅 [市 内 散策 ] ⑤ (宿泊) フェリー 内 図 
109 陸 26 世紀 初頭 、 外 国人 建築 家 が 見 た 日 本 を めぐ る 旅 較 股 辺 恭 伸 図 埼 県 較 6 沼 " 折 較 | 福井 県 、 長 野 県 、 区 。 4 の 敦 港 OG 柱 宮 ( 癒 ) 京 都内 図 
図 | 較 較 較 較 静岡 県 、 愛 知 県 、 芝 "5 日 目 京都 市 内 @@ 博物 館 明治 村 ( 宿泊 ) 犬 山 市 内 較 
較 | 図 較 較 較 京都 府 図 6 日 目 犬山 市 内 @ 日 向 別邸 (宿泊) 熱海 市 内 較 
較 | 図 較 較 凶 較 7 日 目 熱海 市 内 @ 横浜 マリ タイ ム ミ ュー ジア ム 、 横 浜 港 大 機 橋 @ 東京 較 
T 較 鐘 > 図 >4 図 
較 | 暫 較 較 較 較 1 日 目 青森 空港 ⑥ 三 内 丸山 遺跡 ⑤ (宿泊) 青森 市 内 較 
図 | 図 較 較 凶 半音 青森 県 、 較 2 目 青森 市 内 青 礎 駅 @ 思 錠 駅 で 田 館野 道 然 〇 大 邊 埋蔵 時 肛 示 館 大 船首 跡 〇 ( 宿泊) 画 人 市 内 図 
> と 呈 タ ンー 横手 美 入野 高校 46 期 同期 会 有志 | ヒュ 人 や いづ 3 日 目 函館 市 内 函館 駅 @ 青森 駅 ⑥ 大 湯 [ 野 中 堂 環状 列石 、 万 座 環状 列石 、 大 湯 人 トー ン サ ー ク ル 館 ] ⑤ ( 宿泊 ) 大 湯 温 図 
198 の 時 代 を ね て 区 (鈴木 兵 ) 図 上 5Bg 県 、 新 少 5 4 日 目 大 湯 温泉 ⑤ 能代 杉沢 台 @ 直江 津 駅 (宿泊) 上越 市 内 図 
較 図 図 較 県 2 5 日 目 上 越 市 内 直江 津 駅 ⑤ 糸魚川 [長者 が 原 考古 館 ] ⑤ 青海 町 [寺地 邊 跡 ] ③ 朝日 町 [不動 堂 遺跡] ⑤ 富山 駅 @ 敦賀 駅 ( 宿泊) 敦賀 市 内 図 
較 図 ら 図 6 日 目 敦賀 市 内 敦賀 駅 ⑤ 若狭 三方 縄文 博物 館 ぐ 若狭 歴史 民俗 資料 館 ⑤ 伊丹 空港 
区 凶 凶 凶 
較 凶 凶 較 
較 較 
較 較 


sees 都 道府県 別 の 


P11P28 ま で の 都 道 府 県 別 の 訪問 先 一 覧 較 


訪問 先 一 覧 隊 * * 


都 道 府 県 較 番号 較 都 道 府 県 較 番号 較 都 道 府 県 較 番号 較 都 道 府 県 較 番号 較 

北海 道 図 必 3 4 6 105 東京 都 較 NBVI95N000s008.6 滋賀 県 較 37、40、58、60、95、96、99、102 香川 県 較 69、76、79 

ym sonm rme | wseio 宙 計 WCWHHYDYEGM 間 こ 明度 

岩手 県 較 10、101 新潟 県 較 11、28、32、33、101、103、104、105 大 阪 府 較 57、62、96、98 高知 県 較 76、78 

宮城 県 較 10、101 富山 県 較 36、96、97、101、105 兵庫 県 較 51、62、96、98 福岡 県 較 74、75、87、88、92、94、96、98 
秋田 県 7、105 石川 県 較 34、35、38、96、100、101、102 奈良 県 較 時 RSSSSSBSN お 88528 佐賀 県 較 74、88、94、98 

山形 県 図 9、10、11、101 福井 県 較 MI 26SU05SU0lb40SS30 全 和歌 山県 較 46、51、52、54、58、65、96 長崎 県 較 75、81、82、86、88、89、94、96、98 
福島 県 較 12、101 山梨 県 較 26、30、31 鳥取 県 較 68、96 熊本 県 較 75、89、91、94 

茨城 県 較 25、96 長野 県 較 26、27、28、29、95、96、97、104 島根 県 較 70、72、73、96 大 分 県 81、85、87、90、94 

栃木 県 較 15、18、100、101 岐阜 県 共 95、96、97、101、102 岡山 県 較 69、98、99 宮崎 県 較 81、93、94 

群馬 県 較 15、18、20、24、96、104 静岡 県 較 13、29、43、44、96、104 広島 県 較 67、96、98 鹿児島 県 較 75、94 

埼玉 県 図 21、22、96、101 愛知 県 較 29、41、42、95、96、99、102、104 山口 県 較 70、71、74、75、94、98 沖縄 県 較 83、84、100 

千葉 県 23、96 三重 県 較 45、46、48、49、50、59、65、95、96 徳島 県 較 76、77、79 


還 


に ーー eeeeeeeee 大 賞 及 び 特 別 賞 の 概要 に つい て eeseeeee 


s e e 大 賞 及び 特別 賞 一 覧 Ye * * 


ッ だ “Japan "を 訪ね る 旅 較 菅野 淳一 較 栃木 県 、 東 京都 、 石 川 県 、 図 鎌倉 室町 、 較 日 本 の 代表 的 な 伝統 工芸 の 一 つ で ある 「 漆器 」( japan) の 産地 を 巡る 旅 。 図 
3 福井 県 、 京 都 府 、 沖 縄 県 凶 戦国 安土 桃山 、 較 m 池 縄 県 色 鮮 や か な 琉球 漆器 ) 凶 
眞 江戸 、 明 治 較 m 京都 府 わび ・ さ び の 京 漆器 ) 較 
m 福井 県 歴史 ある 越前 漆器 ) 較 
昌和 石川 県 (日常 生 活 で 使用 され る 山中 漆器 、 高 級 な 輪島 漆器 ) 
昌 栃木 県 木彫 り の 日 光 漆 器 ) 図 
mm 東京 都 東京 国立 博物 館 国宝 級 . 重 文 級 の 漆器 ) 凶 
特 旧 石 器 時 代 を 体験 する 旅 ノ 凶 NP オホーツク ・ クラ スタ ー 較 | 北海 道 凶 旧 石 誰 、 縄文 、 弥 生 、 旧 石 器 時 代 か ら 縄文 時 代 、 続 縄文 時 代 、 HOM22 0 0 滝 遺 
| 0 湧別 川 流域 研究 部 会 較 古墳 、 飛 鳥 、 奈 良 、 平 安 、 凶 跡 の 周辺 は 黒曜石 の 産地 で あり 、 こ こ で 作ら れ た 石器 は 、 日 本 各地 や 遠く シベ 
別 オホーツク の 古代 遺跡 を 訪ね て 凶 鎌倉 、 明 治 、 大 正 、 昭 和 較 | リア か ら も 発見 され 、 我 が 国 の 石器 時 代 を 考え る 上 で 興味 深い 。 
具 
較 ひな 街道 を 行く 山崎 セッ ツ 図 山形 県 、 新 潟 県 図 江戸 、 明 治 、 大 正 、 図 毎年 3 月 に 開催 され て いる 「 酒 田 雛 街道 ( 酒田 市 )、「 鶴 岡 雛 物語 【 鶴岡 較 
昭和 、 平 成 較 市 )、「 町 屋 の 人 形 さま ※ り 【 村上 市 ) を 時 期 を 合わ せ て ※ る 旅 。 図 
凶 様々 な 人 形 が 比較 で き 、 飽 き が こ ず 、 幅 広い 層 に お 勧め で きる 。 凶 
分 水 誰 を 越え て 、 古 い 町 並み ジグ ザ グ 紀 行 奥野 直子 較 富山 県 、 長 野 県 、 岐 阜 県 較 江戸 、 明 治 、 大 正 較 中 部 地方 の 分 水 嶺 を 越え て 、 古 い 町 並み を 、 鉄 道 や 公共 バス を 乗り 継い で ゆっ 図 
くり 訪ね て いく 旅 。 奈良 井 宿 か ら 、 妻 籠 馬籠 を 経て 、 岩 村 を 抜け 、 世 界 遺 産 で 凶 
ある 白川 卿 五箇 山 の 合掌 造り 集落 を 見 て 、 高 岡 、 伏 木 に 至る と いう 、 渋 め の 旅 。 較 
世界 文化 遺産 白川 卿 と 日 本 の 匠 の 技 を 訪ね る 旅 凶 志摩 泰子 較 石川 県 、 福井 県 、 岐 阜 県 、 凶 奈良 、 平 安 、 室 町 、 較 NNNNN NN NNW 6 
愛知 県 、 滋 賀 県 図 戦国 安土 桃山 、 図 ろう そく 、 山車 の か らく り 仕 掛け 、 合 掌 造 り 、 漆 器 、 陶 器 、 和 紙 、 染 め 物 な ど 、 図 
江戸 、 明 治 図 我が国 の 伝統 ある も の づく り を 巡る 。 
世界 遺産 熊野 古道 」 を 海 、 山 、 川 で 体感 する 隊 大 川 勝 宏 図 三重 県 、 和 歌 山県 図 神話 、 飛 鳥 、 平 安 、 江 戸 較 世界 遺産 熊野 古道 周辺 を 、 海 、 山 、 川 か ら 堪 能 す る 旅 。 較 
昌 海 の 道 鬼ヶ城 な どの 奇岩 奇 勝 ) 是 山 の 道 丸山 千 枚 田 ) 凶 
呈 川 の 道 カヌ ー 体 験 に よる 川下 り ) 凶 
万 葉 の 旅 愉 奥井 康 邊 較 京都 府 、 奈 良 県 な ど 凶 神話 、 縄 文 、 飛 鳥 、 奈 良 、 図 日 本 各地 の 万 葉 の 歌碑 を 訪ね 回 る 旅 。 北海 道 : 東北 を 除く 地域 を くま な く 
25 都 府県 較 平安 、 鎌 倉 、 室 町 、 戦 国 . 凶 る 旅 。 吉野 地方 を は じ め 、 万 葉 の 歌 に ゆか り の ある 地方 を 、9 つ の コー ス に 
安土 桃山 、 江 戸 、 明 治 分 ける こと で 、 無 理 な く 訪れ る こと が で きる 。 凶 
20 世 紀 初 頭 、 外 国人 建築 家 が 見 た 日 本 を めぐ る 旅 凶 | 渡辺 恭介 時 間 選 3 東 KENTESIHNNGRSDII 2 II 是 
9 都府県 較 我が国 で 設計 し た 建物 を 巡る と いう テー マ に 独自 性 の ある 旅 。 20 世 紀 初 豆 
に 来 日 し た 外国 人 が 見 た 近代 日 本 の 姿 を 通じ て 、 近 代 日 本 を 考え る 。 凶 
キリ シタ ン の 人 道 島原 天草 区 山下 留美 較 長崎 県 、 熊 本 県 較 江戸 、 明 治 、 昭 和 、 平 成 較 天草 地方 の キリ シタ ン 信仰 に 加え 、 雲 仙 普賢岳 な どの 自然 も 楽し め る 欲 
張り な 内 容 を 、 日 程 的 に うま くま と め た 旅 。 島原 、 雲 仙 普 賢 岳 を 経て 、 天 草地 
方 に お いて キリ シタ ン 信仰 に 触れ る 。 図 
歴史 と 祭祀 の 源流 に 触れ る 旅 較 尾上 博 一 図 長崎 県 図 縄文 、 弥 生 、 平 安 、 室 町 、 凶 亀 ト 神事 や 赤 米 神事 な ど 対馬 独特 の 伝統 と 文化 に 触れ る 独創 的 な 旅 。 


戦国 安土 桃山 、 江 戸 、 凶 
明治 較 


式 内 社 な ど を 実際 に 巡る こと で 、 対 馬 独 特 の 文化 に 触れ る こと が 魅力 的 で 
あり 、 日 本 に お ける 文化 の 多様 性 に 触れ る 。 


※ 氏 名 、 代 表 者 名 は 敬称 略図 


Japan ” を 訪ね る 旅 凶 


提案 者 : 菅 野 淳一 凶 


今回 訪ね る "Japan "と ば 漆器 」 を 意味 し て いる 。 凶 
“Japan "と 呼ば れる 漆器 こそ 日 本 を 代表 する 工芸 品 
9 が でき る 加 

日 本 で は 、 古 代 よ り 、 建 物 や 生活 道具 に ふん だ ん に 
木 を 利用 し て いる が 、 さ ら に 漆 を 塗布 する こと で 素材 
の 保存 性 や 強度 を 高め 、 さ ら に 沈 金 や 時 絵 な が ど を 施し 
芸術 性 も 高め て きた 。 

イギリス に 訪問 し た 折 、 お 土産 に 漆器 の スプ ー ン を 
持参 し た と ころ 大 変 喜ば れ 、「 漆器 こそ が まさ に 典型 
的 な 日 本 文化 で ある 」 と 言わ れ た こと が ある 。 名 

その よう な 日 本 文化 を 代表 する 漆器 の 主要 な 生産 
地 に 、 多 く の 方 々 を で きる だ け 案 内 し | 見 る 」 だ け で 
は な く 、 実 際 に 「 使う 」、 そ の 歴史 を 「 知る 」、 専 門 家 か 
ら 科学 的 技術 的 聞く <」 こ と を 体験 し て も らい た い 。 
その 体験 を も と に 、 特 に 海外 で 食器 や 生活 品 の 小売 り ・ 
流通 業 に 携わっ て いる 人 た ち に は 、 ヨ ー ロ ッ パ な ど で 鐘 

“Japan "ブー ム を 巻き 起こ し て も らい た い 。 


PE 流通 に 関連 
する 事業 者 の 方 々 較 


10 泊 11 日 凶 


特に 季節 ( は 問わ な い が 、 イメ ー ジ と し て は 秋 が 最も 合う 凶 
季節 と 考え る 。 凶 


2. 京 漆器 京都 ) 凶 


ン 


@ 高台 寺 掌 美術 館 で 、 高 台 寺 時 絵 を 見 る 。 

@ 京都 国立 博物 館 で 国宝 の 時 絵 手 箱 な ど 、 豊 富 な 較 
作品 を 見 る 。 鐘 

W 京都 市 産業 技術 研究 所 な ど で 京 漆器 の 特徴 に 較 
つい て 技術 的 : 科学 的 な 面 か ら 研 修 す る 。 凶 

平安 神宮 、 伏 見 稲荷 神社 な ど で 漆 を 利用 し た 凶 
有名 な 木工 建築 物 を 見 る 。 


@ 京 漆器 較 
高台 寺 所 蔵 図 1 


@ 琉球 漆器 較 
浦添 市 美術 館 所 蔵 図 


. 琉球 漆 避 沖縄 ) 凶 


代 浦添 市 立 美 術 館 で 、 中 国 漆器 の 技法 を 取り 入れ た と 
5 琉球 漆器 の 技術 を 堪能 する 。 凶 
「 沈 金 』 螺 鉛 」「 和 絵 「 堆 錦 」 の 漆器 を 見 る 。 


@ 那覇 市 伝統 工芸 館 の 漆器 工房 で 製作 工程 を 見 る 。 凶 


馬 a 首 里 城 で 建物 内 部 の 漆 の 最高 芸術 を 鑑賞 。 凶 


@ 越前 漆器 較 
社団 法人 福井 県 観光 連盟 提供 較 


レノ ニン 
2 
ン ハ 
約 | 
| 3. 越前 洒 福井 ) 鐘 | 】 
@ 鯖江 市 に ある 越前 漆器 伝統 産業 
会 館 で 漆器 製作 の 実演 を 行程 ご 
と に 見 学 する 。 図 ) 
介 因 


ーー | 輪島 漆器 石川 ) 図 


@ 輪島 漆器 較 
輪島 漆器 商工 業 協同 組合 提供 


@ 石川 県 輪島 漆 芸 美術 館 、 輸 島 漆器 資料 館 で 高級 
漆器 、 重 要 無 形 文化 財 保持 者 の 作品 な ど を 見 る 。 図 
@ 輪島 温泉 の 「 た な か 」 に 宿泊 し 、 輸 島 塗 の 食器 を 図 
使っ た 食事 を 堪能 する 。 


N ー 4 


、 


ーー | 6. 日 光 漆 融 栃木 ) 図 

e 日 光 木 彫 り の 里 工 芸 セン ター で 、 日 光 漆器 の 特徴 で 
ある 木彫 り の 技法 を 見 る 。 日 光 彫 り の 体験 を する 。 凶 

@ う る し 博物 館 で 漆 塗 り 体験 を する 。 凶 

@ 日 光 東照宮 、 日 光二 荒山 神社 な ど で 漆 が 使わ れ て いる 
建造 物 を 見 る 。 凶 


還 め 


人 日 光 漆器 較 
日 光 市 提供 較 


@ 東 博 の 漆器 
Image:TNM Image Archives 


@ 山中 漆器 較 
山中 漆器 伝統 産業 会 館 提供 較 


| 4. 山中 漆器 石川 ) 較 


@ 漆 を ふん だ ん に 使っ た ロビ ー の ある 山中 座 に 宿泊 。 凶 
ヽ 


筐 石川 県 立山 中 漆器 産業 技術 セン ター、 石 川 県 挽 物 ろ 
くる 技術 研究 所 に お いて 、 木 を 加工 する 工程 を 見 る 。 図 

@ 山中 漆器 伝統 産業 会 館 で 、 琉 球 漆器 や 京 漆器 と は 異な 
る 、 一 般 の 生活 品 と し て の 漆器 を 見 る 。 較 


| 7. 漆器 芸術 見 学 の まとめ 図 
問 最後 は 、 国 宝 ・ 重要 文化 財 が 並ぶ 上 野 の 東京 国立 


博物 館 で 、 漆 器 芸術 見 学 の まとめ を 行う 。 図 


選考 理由 較 


@ 図 本 を 代表 する 伝統 工芸 品 で ある 漆器 の 日 本 各地 の 産地 を 図 
訪ね 、 そ れ ぞ れ の 特色 に 触れ た り 、 そ れ ら を 比較 する こと で 理解 を 
より 深め る こと が で きる 興味 深い プラ ン で ある 。 

0 技術 研修 所 な ど 技 術 の 体験 施設 が 豊富 に ピッ ク 

ッ プ され て いて 楽し い 内 容 と な っ て お り 、 事 業者 だ け で な く 、 一 
人 和 きつ ぶ こ と が で きる 。 図 


@ 瞬 案 され た 旅程 は 長期 に わた っ て いる が 、 大 きく 沖縄 、 近 畿 北 陸地 
域 京都 、 福 井 、 石 川 )、 関 東 地域 東京 、 日 光 ) に 分 ける こと が で き 
る の で 、 例 えば 3 回 に 分 け て 旅 が で きる な ど 、 和 柔軟 性 に 富ん で いる 。 
@ 隊 器 と いう 具体 的 な 器物 を 対象 と し て お り 、 そ の 英語 訳 も 凶 
“japan "と いう こと で 、 外 国人 へ の アピ ー ル 度 が 高い 。 


特 別 賞 凶 


旧 石 器 時 代 を 体験 する 旅 凶 


オホーツク の 古代 遺跡 を 訪ね て 区 


流域 研究 部 会 凶 


提案 者 INP オホーツク ・ クラスタ 


湧別 


北海 道 の 白 滝 遺跡 群 に は 、 今 か ら お よそ 2 万 5 千年 前 
の 旧 石 器 時 代 の 遺跡 が 90 カ 所 以上 も 点 在 し て いる 。 凶 
また 、 白 滝 は 世界 第 一 級 の 黒曜石 原産 地 で あり 、 赤 石 
山 一 帯 に は 埋蔵 量 数 十 偽 ソン と も 言わ れる 黒曜石 の 
露頭 が 見 られ る 。 較 

この 旅 に は 2 つの 行程 が ある が 、 行 程 1 で は , 郷 土 館 
や 遺跡 発掘 地点 を 訪ね る こと で 、 旧 石器 時 代 に つい 
て 学ぶ と と も に 、 赤 石山 の 黒曜石 の 露頭 の 見 学 、 黒 曜 
石 の 採取 、 そ の 石 を 使っ た 石器 作り の 体験 を 通じ て 、 
白滝 の 旧 石 器 時 代 の 歴史 と 文化 に 触れ て 欲し い 。 図 

また 、 行 程 2 で は 、 和 白滝 の 旧 石 器 時 代 を 含む 、 オ ホー ツ 
ク 地 域 の 各 時 代 の 歴史 と 文化 を 学べ る 旅 と な っ て いる 。 較 


日 本 の 古代 喝 サ ー ク ル 、 体 験 学習 を 行い た い 親 子 、 凶 
修学 旅行 生 、 夫 婦 な ど 凶 


行程 + 2 泊 3 昌 行程 2 5 泊 6 日 


6 月 か ら 9 月 上 旬 、 春 か ら 初秋 に か け て 凶 


選考 理由 較 

@ 際 史 的 に いわ ゆる 日 本 文化 と 異な る 文化 に 属し て いた 較 
北海 道 、 特 に その 雰囲気 が 強い 道東 の 自然 遺産 と 文化 遺産 
を 巡る 、 他 に は な い 旅 の プラ ン で ある 。 凶 

@ 団 ホー ツク 地域 の 各 時 代 の 文化 ( 縄文 続 縄文 ・ 擦 文 ・ 較 
オホーツク ) の 代表 的 遺跡 を 巡る こと で 、 こ の 地域 の 歴史 と 
文化 を 学ぶ こと が で きる 。 


行程 《 2 泊 3 日 ) 図 


1. 遠軽 町 旧 白 滝村 ) 較 


2 
@ 白滝 村 郷 土 館 凶 
白滝 遺跡 群 の 出土 資料 約 1.000 点 と 、 大 正 : 昭和 初 
期 の 村 の 開拓 資料 な ど を 展示 。 凶 
@ 遺跡 発掘 地点 幌 加 沢 遠 間 地 点 ) 較 


1954 年 に 調査 開始 。 調査 は 10 次 に 及び 、 約 40 万 
点 を 超す 資料 が 発掘 され て いる 。 図 


N、 


(@ 1 泊 上 悠遊 地図 ) 


@ 赤石 山 図 
床 高 1,147m 。 標高 800m 1.000m に 黒曜石 の 
露頭 群 が あ る 。 凶 

@ 悠遊 塾 較 
白滝 の 自然 体験 や 石器 作り 体験 等 が で きる 宿泊 
施設 。 こ こ で 石器 作り を 行う 。 図 


N_ 


(@ 2 泊 上 悠遊 基 較 ) 


@ 悠遊 塾 で の 石器 づく り 図 
NP オ ホー ツク ・ クラ スタ ー 湖 別 川 流域 研究 部 会 提供 較 


@ 黒曜石 の 露頭 赤石 山 較 
NP オ ホー ツク - クラ スタ ー 肖 別 川 流域 研 究 部 会 提供 


に 


@ 白滝 遺跡 群 、 赤 石山 凶 
白滝 遺跡 群 、 赤 石山 の 黒曜石 の 露頭 群 を 見 学 石 
器 作り を 体験 。 凶 


| 2. 常呂 町 較 


@ と ころ 遺跡 の 森 図 
常呂 町 か ら 出土 し た 縄文 文化 : 続 縄文 文化 : 擦 文 凶 
文化 オホーツク 文化 の 区 
各 文 化 の 資料 が 豊富 。 
堅 穴 式 住居 を 再現 し た 
も の も 展示 。 図 


@ と ころ 遺跡 の 森 / 図 柱 計 
怠 穴 式 住居 の 復元 K 便 議 
と ころ 遺跡 の 森 提供 図 = 


3. 網走 市 凶 


@ 最 寄 貝 塚 凶 
オホーツク 文化 の 代表 的 遺跡 。 較 


@ 網走 郷土 博物 館 較 


最 寄 上 貝塚 の 出土 品 等 を 収蔵 。 凶 、@ 網 走 卿 土 博物 館 較 
ンド 展 示 品 の 例 図 
@ 道 立 北方 民族 資料 館 等 凶 網走 市 立 卿 土 博物 館 蔵 図 


オホーツク 文化 人 と 擦 文 文化 人 の 関わ り 等 を 学ぶ こ 
と が で きる 。 凶 


4. 斜里 町 較 


@ 未 円 周 堤 墓 較 
縄文 時 代 後 期末 の 集団 墓地 。 墓 を 巡る 土 堤 が 環状 
に 築 か れ て いる 。 凶 


@ 斜里 町 立 知 床 博物 館 等 凶 


知床 の 歴史 自然 等 を 較 
学ぶ こと が で きる 。 較 


ET 


@ 朱 円 周 坦 攻 較 
舎 里 町 立 知床 博物 館 提供 較 


ひな 街道 を 行く 区 


昌 案 者 : 山 崎 セツ 子 較 


所 る の が 

北陸 の 日 本 海 側 は あま り 華やか さ が あ る と は 思わ れ て い 
な い 。 ど ちら か と 言え ば 、 日 本 海 の 暗 さや 冬 の 雪 深 さ な ど が 
まず 頭 に 思い 浮か ぶ の で は な い だ ろ うか 。 し か し 、 か つて 、 
この 地方 は 北 前 船 の 寄港 地 と し て 栄え 、 中 に は 日 本 全 
国 に 知ら れる よう な 大 商人 も 現れ た 。 ま た 、 現 在 まで 城下 
町 の 趣 も よく 残っ て お り 、 温 泉 も 楽し め る と いう 地 で ある 。 較 

特に 、 毎 年 3 月 頃 に は 、 こ の 地方 に お いて 、 大 名 家 、 大 
商人 、 町 屋 の 古く か ら の ひな 人 形 な ど 様 々 な 人 形 が 一 
般 に 公開 され 、 そ れ ぞ れ 特 色 が あっ て 人 々 の 目 を 飽き ず 
に 楽し ませ る 。 た くさ ん の 人 に 見 て も ら う こと が 嬉し いと 
いう 地域 の 人 の 気持 ち が 伝わっ て くる し 、 た くさ ん の 人 
形 を 見 て いる と 歴史 の 重み を 感じ る 。 凶 


| 旅 の 対象 者 5 


友人 同 特に 女 友達 同士 ) 較 


| 旅 の 日 数 R | 


2 泊 3 日 較 


旅 の 時 期 較 


3 月 酒田 市 山形 県 )、 稚 岡 皿 山形 県 )、 村 上 恋 新潟 県 ) 図 
に お いて 、 こ の 時 期 に ひな 人 形 を 一般 公 開 レ し て いる か ら 。 図 


凶 


選考 理由 較 
人 @ 図 な 人 形 な ど 人 形 と いう 伝統 工芸 に 着目 し て 、 酒 田 か ら 鶴 岡 、 村 上 
に か け て の 地方 の 歴史 を 見 て いく 点 が ユニ ー ク な 旅 で ある 。 大 名 家 、 
大 商人 、 町 屋 と いう 社会 層 の 人 形 を 比較 で きる 点 で も お も し ろ い 。 図 
@ 際 行 する と 、 そ の 場所 を 経験 し た く な る も の で ある 。 こ の プラ ン は 、 
地域 の 景色 、 地 元 の 日 常 生 活 、 地 域 の 文化 な ど を 気軽 に 味わう 
こと が で きる 。 旅行 者 の 性 別 や 年 代 に こだわ ら な い プ ラン で ある 。 図 


| 旅程 凶 


@ 注 内 神社 較 
荘内 神社 提供 較 


ーー ー ai ーー 


2 . 山 形 県 鶴岡 市 凶 


「 鶴岡 雛 物語 」 期間 中 、 様 々 な 場所 で ひな 人 形 が 公開 
され て いる 。 鶴岡 銀座 商店 街 で は 各店 で ひな 人 形 な ど 
を 展示 。 凶 


荘内 神社 較 


藩主 の 酒井 家 の 御用 屋敷 だ っ た も の を 博物 館 と し て 開 


明治 10 年 に 鶴岡 城 本 丸 跡 に 建立 され 、 酒 井 藩主 を 凶 
祀っ て いる 。 宝物 殿 に は 、 酒 井 家 より 奉納 され た 数 々 の 
宝物 や 、 ひ な 人 形 な どの 人 形 、 城 下絵 図 、 扉 風 な ど 凶 
約 2.000 点 を 所 蔵 。 較 


致 道 博 物 館 較 


ノ 
へ 


放 。 藩主 の 御 隠 典 の ほか 、 古 い 民 家 で ある 旧 渋 谷 家 住 
宅 、 明 治 17 年 に 建築 の 旧 堆 岡 警察 緒 な ど が 移築 され 、 
鶴岡 の 歴史 と 文化 を 知る 上 で 欠か せな い 。 重要 有形 民 
俗 文化 財 を 多数 所 蔵 。 + 


/ 
@ 到 道 博物 館 旧 渋谷 家 住宅 較 / 


鶴岡 市 観光 物産 課 提供 較 / 


/ 
(@ 宿泊 湯野 泊 温 泉 較 ) 


3 . 新 潟 県 村上 市 較 


「 町 屋 の 人 形 さ まり 」 期間 中 、 城 下町 : 村上 の 町 屋 に 
代々 伝わる 江戸 期 か ら 現 在 ま で の 人 形 約 4.000 体 が 約 
70 の お 店 や 民家 で 展示 され る 。 凶 


の 
! 


の 姿 を その まま に 残し て いる 。 国 指定 史跡 。「 酒田 雛 街 
道 」 期間 中 は 伝統 工芸 で ある 鵜 渡川 原 人 形 を 展示 。 凶 
信昌 鑑 屋 較 
旧 負 屋 提供 較 了 


山 居 倉 庫 較 
( 株 ) 小松 写真 印刷 提供 較 


@ 相 馬 棲 較 
相馬 機 提供 図 


@ 相 馬 西 ひな 人 形 ) 図 
舞 娘 茶屋 雛 蔵書 廊 相馬 提 供 較 


EE 


舞 娘 茶 屋 相馬 棲 較 ] 


江戸 時 代 の 料亭 を 改築 し た お 店 。 舞 娘 の 踊り を 楽し みな 

が ら 食事 が で きる 。 国 の 登録 文化 財 。「 酒田 雛 街道 」 の 

期間 中 は 、 北 前 船 で 運ば れ て きた 京 雛 を 公開 し て いる 。 凶 
6 女将 が 、 お 店 の 歴史 や 人 形 の 説明 を し て くれ る の が 魅力 的 。 凶 


| 旧 和 屋 較 


秋 屋 は 井原 西 稚 の 「 日 本 永代 蔵 」 に も 記さ れ た 豪商 。 
現在 の 建物 は 1845 年 の 火災 後 の 建物 で 、 廻 船 問屋 


本 間 美 術 館 較 


1813 年 に 本 間 家 の 別 料 と し て 旧館 清 遠 間 」 と 廻 遊 
式 庭園 鶴舞 園 」 が 建築 され た 。 昭和 22 年 に 市 民 に 開 
放さ れ 、 美 術 館 と し て 発足 。「 酒田 雛 街道 」 開催 中 は 、 
江戸 ・ 元禄 時 代 か ら 明 治 時 代 に か け て の 歴史 ある ひな 


人 形 が 展示 され て いる 。 凶 


ea ひな 人 形 ) 較 
4 団 法 人 本 間 美 術 館 提供 較 


@ 本 問 家 旧 本 邸 凶 
本 間 家 旧 本 邸 提供 


@ 本 問 美術 館 凶 


本 間 美 術 館 提供 較 @ 本 問 家 旧 本 邸 較 


( ひな 人 形 ) 較 
本 間 家 旧 本 邸 提供 較 


本 間 家 旧 本 邸 較 ge 
1768 年 に 建築 され た 旗本 2,000 石 の 格式 を 持つ 書院 
造り の 建物 。 木造 建築 物 と し て は 酒田 市 最 十 の も の 
で 、 山 形 県 指定 文化 財 。「 酒田 雛 街道 」 期 間 中 は 、 本 
間 家 に 伝わる 由緒 ある に ひな 人 形 を 展示 。 図 


山 居 倉 庫 較 


明治 26 年 に 、 旧 藩主 酒井 家 に よっ て 建て られ た 米 保 
管 倉庫 。 二 重 屋根 や 背後 に 樺 並木 を 配 す る な ど 自 然 を 
利用 し た 低温 倉庫 と し て 現在 も 使わ れ て いる 。 内 部 に 
庄内 米 歴史 資料 館 が ある 。 凶 


@ 宿 治 酒田 市 内 図 う 


特別 賞 凶 


分 水 領 を 越え て 、 古 い 町 並み ジグ 


提案 者 : 奥野 直子 区 


旅 の 趣旨 


この 旅 で は 、 木 曽 川 木曽 路 )、 飛 騨 川 飛騨 路 )、 庄 川 、 
それ ぞ れ の 川筋 に 沿っ て 、 日 本 の 古い 町 並み を 訪ね る 。 較 

東京 太平 洋 側 ) を 始点 に 、 内 陸 を ジグ ザ グ に 移動 し 、 
日 本 海 側 へ と 抜け る 旅 な の で 、 何 度 か 分 水 嶺 を 越え る こ 
問 作 が る | 較 

分 水 鶴 を 境 に 、 一 方 の 川 は 日 本 海 へ 、 も う 一 方 の 川 は 
太平 洋 へ と 、 流 れ の 方 向 を 変え る た め 、 日 本 と いう 国 が 
中 央 に 背 明 の よう な 山脈 を 連ね た 島国 で ある こと を 実感 
する こと が で きる 。 ま た 、 分 水 嶺 が 時 に は 各地 の 自然 や 
文化 を 隔て て いる こと に も 気づく 。 図 

旅 す る こと の 大 き な 収 穫 は 、 旅 行 中 に 得る 知識 で は な く 、 
旅行 後に 、 訪 れ た 土地 が 身近 に 民 ?> ら れる よう に な り 、 そ の 
土地 の ニュ ー ス に 興味 が 持て る よう に な る こと だ と 考え る 。 較 

そん な 距離 感 の 縮まる 旅 を し た い 。 凶 


IN 


| 旅 の 対象 者 5 


夫 媒 不便 な 旅 を 苦 に し な い 人 と と も に ) 必 


| 旅 の 日 数 R | 


4 泊 5 旨 較 


旅 の 時 期 較 


四季 を 問わ ず : 実際 に 旅 を し た の は 夏 で あっ た が 、 春 に は 深緑 の 、 較 
秋 に は 紅葉 の 、 冬 に は 雪景 色 の 魅力 が ある 。 


選考 理由 凶 


@ 民 山 道 の 分 水 嶺 を 越え な が ら 、 日 本 海 側 と 太平 洋 側 、 江 戸 と 
京 を 結ぶ イメ ー ジ の 本 州 の 中 心 の 旅 と し て 地域 を 絞っ て コン 
パク ト に まとめ られ て お り 、 文 化 形成 の 重要 な ファ クタ ー で 凶 
ある 地域 交流 の 歴史 に つい て 大 き な 示 唆 を 与え て くれ る 。 凶 

@ 項 前 路 か ら 岩 村 - 美濃 . 太田 ・ 高山 ・ 高岡 な ど 江戸 時 代 を 較 
感じ させ る 古い 町 並み を 訪ね る 行程 は すばらし い 。 図 


| 旅程 較 


| 8. 伏木 図 


伏木 は 北 前 船 で 栄え た 港町 。 廻船 問屋 と し て 栄え た 上 旧 秋 
元 家 住 宅 の 北 前 船 資料 館 」 な ど に 立ち 寄る の も 良い 。 凶 | 
電 


へ 


7. 高岡 市 山 町 筋 較 
重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 較 


山 町 筋 の 町 並み は 明治 33 年 の 大 火 後 の 建物 の た め 、 
防火 性 の ある 土蔵 造り の 町 屋 が 立ち 並ぶ 。 較 

また 、 金 屋 町 は 高岡 鋳物 発祥 の 地 で 、 千 本 格子 の 家 
並み が 続く 。 


還 議 ) 


い 二 


ーー mm / 
@ 高岡 市 山 町 筋 
高岡 市 商業 観光 課 提供 較 


一 @ 白川 卿 の 集落 図 


6. 世界 文化 遺産 南大 市 管 沼 / 南 大 市 相 食 上 | 
重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 


南砺 市 菅沼 集落 及び 相 倉 集落 を 巡る 。 白川 卿 五箇 
山 の 集落 は いずれ も 庄川 沿い に 位置 し 、 養 奏 と 塩 硝 で 
生計 を 立て て いた 山間 集落 と いう 点 で 似 て いる が 、 実 
際 の 集落 の 様子 は 三 者 三 様 で あっ た 。 凶 
NN _4 


| 5. 世界 文化 遺産 白川 村 荻 町 図 
重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 較 


重要 文化 財 に 指定 され て いる 「 和田 家 住 宅 」、 耐 震 
性 の ある 「 コマ ジリ 」 と いう 構造 を 持つ 「 神田 家 」 な ど で 
は 、 義 春 と 塩 硝 の 生産 で 暮らし を 立て て いた 合掌 造り 
の 民家 の 暮らし ぶり を 感じ る こと が で きる 。 凶 


IN ノ 


ザ グ 紀 行 凶 . 革 


@3 
/  @ き 


| 4 高山 市 三 町 較 
重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 
飛騨 の 城下 町 、 後 に 天領 と な り 町 人 町 と し 


て 栄え た 飛騨 高山 の 町 並み を 歩く 。 重要 文化 
周 日 下部 家 住宅 」 や 「 吉島 家 住宅 」 が ある 。 凶 
ト _ 


@ 塩尻 市 奈良 井 較 
塩尻 市 教育 委員 会 提供 図 


で 


| 1. 塩尻 市 奈良 井 図 
重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 較 


奈良 井 宿 の 南側 に ある 「 鳥居 峠 」 は 、 奈 良 井川 と 木 
曽 川 の 分 水 嶺 。 奈良 井川 は や が て 千曲 川 と 合流 し て 
日 本 海 へ 、 木 曽 川 は 太平 洋 へ 向かう 。 奈良 井 宿 は 、 木 
曽 路 に あり な が ら 信 州 色 が 濃い 印象 を 受け る 。 


計 前 
ーー 

ll 且 市 森合 町 雪 稼 宿 

南 木 箇 町 教育 委員 会 提供 較 


| 2. 南 木 倒 町 妻 箸 宿 較 
重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 較 


木曽 路 の 中 山道 は 、 大 部 分 が 木曽 川 に 沿っ て 走っ 
て いる が 、 南 木 信 - 中 津川 間 は 、 木 曽 川 か ら 離れ て 内 
陸 を 党 回 し て いる 。 後に 国道 が 木曽 川 に 沿っ て 建設 さ 
れ た た め 、 妻 籠 宿 は 取り 残さ れ た 形 に な っ た た め 、 旧 街 
道 の 面影 を し の ぶ こ と が で きる 。 凶 


3. 恵那 市 岩村 町 本 通り 凶 
重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 較 


岩村 城 が 廃 城 と な っ た 後 も 、 活 気 ある 商人 た ち が 町 
を 支え 、 そ の 豊か な 財力 で 岩村 電気 鉄道 を 開通 させ 較 
( 今 は 阿木 川 ダ ^ ム の 下 に 沈ん で いる ) 、 周 辺 の 木材 な ど 
の 物資 を 集積 させ て 発展 し て きた 。 凶 


4 


| 


@ 恵那 市 岩村 町 本 通り 
恵那 市 教育 委員 会 提供 較 


特別 賞 共 


世界 文化 遺産 日 川 卿 と 日 本 の 匠 の 技 を : 


提案 者 : 志 摩 泰子 


| 旅 の 趣旨 

以前 、 ア ム ス テ ル ダム に 暮らし て いた と き 、 わ た し の ま 
わり の 友人 は 、 堅 実 で 合理 的 な 反面 、 ハ ンド メ 在 や 手 
仕事 に 価値 を 認め る 優し い 人 た ち だ っ た 。 図 

この よう な 友人 に 日 本 を 案内 する な ら 、 ど ん な 旅 に す 
れ ば よい の か と 考え て みた 。 そ の 結果 、 日 本 の 匠 と 呼ば 
れる 人 の 技 や 優し く 暖かい 手 仕 事 を 紹介 し な が ら 、 凶 
素朴 な 日 本 の 暮らし や た た ず ま い 、 ま た 美しい 日 本 の 祭 
を 盛り 込ん だ 旅 に な っ た 。 凶 


| 旅 の 対象 者 5 


か つて 65 年 余り を 過 し た 外国 の 友人 較 
旅 の 日 数 図 


4 泊 5 旨 図 


旅 の 時 期 較 


毎年 10 月 9 日 、10 日 に 行わ れる 秋 の 高山 祭り に あわ せ て 凶 


選考 理由 


@ 較 界 遺産 の 白川 卿 と 日 本 の 匠 の 技 を 訪ね る と いう 目的 が 図 
旅程 の 中 で よく 生か され て いる ほか 、 飛 騨 高山 、 金 沢 、 輪 島 、 
瀬戸 を ※ り 、 木 工 、 和 紙 、 陶 器 な ど 、 日 本 の 特色 ある 伝統 技術 
を 深く 体験 で きる 。 


人 @ 隊 通 の 便 も 悪く な く 個人 で まわ る の が 難し く な い 。 外国 人 だ 
け で は な く 、 日 本 人 に も 世界 に 誇れる 高度 な 技 と 美しい 文化 
に 触れ る こと が で き 、 充実 し た 旅 に な る と 思わ れる 。 較 


| 旅程 凶 


@ 兼 六 園 


較 
石川 県 提供 ) 較 
へ 


| 3. 金沢 ノ 4. 輪島 図 


金沢 で は 兼 六 園 や 久 谷 焼 の 光 仙 窯 を まわ り 、 輪 島 
で は 輪島 塗 漆器 会 館 、 輸 島屋 本 店 を 見 学 し 伝統 工芸 
に 触れ る 。 凶 


__ 4 


5. 越前 今立 較 


越前 今立 は 越前 和紙 の 産地 と し て 1,500 年 の 歴史 
を 誇る 。 川 に 沿っ て 紙 濾 き の 家 が 立ち 並び 、 路 立 工芸 


館 で は 紙 濾 き の 技 を 見 学 で きる 。 凶 
IN 


@ 中 立 工芸 館 鐘 
社団 法人 福井 県 観光 連盟 提供 較 


@ 紙 渡 き の 様 子 凶 
社団 法人 福井 県 観光 連盟 提供 較 


6. 長浜 凶 


琶 湖 湖 畔 に 建つ 長浜 城 、 黒 壁 ス クエ ア を まわ る 。 
景 壁 スク エア の 黒 壁 二 足 館 の ガラ ス 工 房 で は 、 初 心 
者 で も 製作 に 参加 する こと が で きる 。 凶 


@ 黒 壁 ス クエ ア 較 
社団 法人 びわ こ ビ ジ タ ー ズ ビュ ー ロ ー 提 供 較 


知 日 上 高山 宿泊 図 
高山 祭 ノ 飛騨 古川 隊 


有松 鳴海 の 絞り 


図 
団 法 人 びわこ ビ ジ タ ー ズ ビューロ ー 提 供 較 


@ 高山 祭 較 
高山 市 提供 図 


1. 高山 祭 多 


秋 の 高山 祭 は 、 桜 山 八幡 宮 の 例 大 祭 。 毎年 10 月 9 日 、 
10 日 に 開催 され 、 飛 騨 の 匠 の 技 が 随所 で 見 られ る 。 豪華 絢 
炉 な 屋台 が 11 台 くり 出す 。 か らく り の 仕掛 け も ほほ えま し い 。 凶 
IN _4 


で 


| 1. 飛騨 古川 図 


古川 は 和 ろ うそ く が 有名 で 、100% 植 物性 の 木口 
ウ を 基 材 に し て いる 。 消え に くく 、 ス ス も 出 ず 、 長 持ち 
する と いう 。 罰 


ヽ ノ 


@ 白 川 郷 較 


| 2. 白川 卿 図 


山里 の 自然 の 中 に 然 と 現われ る 合掌 造り の 茅 昔 
き の 民 家 群 。 平成 7 年 世界 文化 遺産 に 登録 され る 。 較 


@ 瀬戸 市 マル チ メ ディ ア 館 図 
瀬戸 市 産業 観光 課 提 供 較 瀬戸 市 産業 観光 課 提 供 較 


@ 瀬戸 楽 付 焼 較 


| 7. 瀬戸 の 名 陶 ノ 8. 有松 鳴海 の 絞り 較 | 


古く より 陶磁 器 が 作ら れ 、 焼物 の 里 と し て 有名 な 瀬 
戸 。 瀬戸 市 マル チ メ デ ィ ア 館 で は 、 瀬 戸 市 が 所 蔵 する 
名 作 を 展示 。 染 付 研修 所 で は 作 陶 、 絵 付け する 様子 
が 見 学 で きる 。 

また 、 有 松 鳴 海 絞り 会 館 で は 、 く くり 作業 を 実演 し な 


が ら 説明 し て くれ る 。 
IN 


特別 賞 凶 


世界 遺 貞 熊野 古道 」 を 海 、 山 、 川 で 体感 する 凶 


提案 者 : 大 川 勝 宏 


| 旅 の 趣旨 | 

平成 16 年 に 世界 遺産 に 登録 され た | 紀伊 山地 の 
霊場 と 参 語 道 」 は 世界 で 2 番目 に 登録 され た | 道 」 の 
世界 遺産 で ある が 、 こ の 中 で も 三重 県 南部 の 紀南 地 
域 で は 、 海 の 道 、 山 の 道 、 川 の 道 の 全 て に 触れ る こと 
が で きる 。 較 

景勝 地 や 熊野 三山 な ど 、 霊 場 と 合わ せ て 今回 登 
録 さ れ た 世界 遺産 の 良い と ころ を 、 ま と め て 体感 で き 
る 旅 と な っ て いる 。 図 


| 旅 の 対象 者 5 


恋人 同士 、 若 い 親 子連れ 凶 


| 旅 の 日 数 R | 


2 泊 3 日 較 


旅 の 時 期 図 


5 月 10 月: 熊 野川 の 川下 り に 最適 の シー ズン だ か ら 較 


選考 理由 較 


@ 叶 安 時 代 か ら 信仰 を 集め て いる 「 熊野 古道 」 を 歩く だ け で 
は な く 、 熊 野川 の 川下 り を 盛り 込む こと に より 、 歴 史 的 に も 


新しい 観点 か ら の 「 熊野 古道 」 を 発見 する こと が で きる 。 較 


@ 明 界 遺 産 に 登録 され た 最新 の 情報 で 熊野 古道 」 を テー マ 


に 取り 上 げ 、「 海 の 道 」「 山 の 道 」「 川 の 道 」 を 歩く こと に 較 


よっ て 、 太 古 か ら の 自然 と 触れ 合う と と も に 、 い に し え か ら こ 


れ ら の 道 を 通っ た 人 々 に 思い を 馳せ る こと が で きる 旅 で ある 。 図 


また 、 こ の コー ス を 体感 し て ほし いと いう いざ な い に 強 い 
意欲 を 感じ る 。 較 


| 旅程 


/ 


3. 丸山 千 枚 田 凶 


) 紀 和 町 山間 に 広がる 棚田 の 斜面 。「 一 目 千 枚 」 と 
いわ れる ほど 、 1,340 枚 も の 水田 が 段々 に な っ て 並ん 
で いる 光景 は 壮観 。 較 

1601 年 慶長 6) に は 2,000 枚 以上 の 水田 が あっ 
た と いう 。 凶 


K、 
(@ 宿泊 紀和 町 ) 


@ 丸山 千 枚 田 凶 
社団 法人 三重 県 観光 連盟 提供 較 


熊野 川 カ ヌー 体験 図 


@ 熊野 速 玉 大 社 
写真 提供 和歌 山県 較 


mm 


野 
川 
% 


レノ 


の 熊野 市 駅 久 


丸山 千 枚 田山 ノ / 
し 太平 洋 較 
図 


NN 


4. 熊野 速 玉 大 社 較 


本 宮 、 那 知 と と も に 熊野 三山 の ー つ 。 凶 
景 行 天皇 の 時 代 に 社殿 を 造営 し た と 伝え られ 、 主 神 は 
速 玉 大 神 。 凶 

速 玉 大 神 を 祭る 速 玉 宮 の 社殿 は 切妻 正面 に 底 を 
付け た 独特 の 熊野 造 で 、 前 に 礼 典 が 立つ 。 参道 に は 、 
平 重盛 が 植え た と いわ れる 樹齢 1.000 年 の ナギ の 巨 
本 天然 記念 物 ) が ある 。 凶 


\ し 公園 凶 
4 


2. 紀宝 町 ウミ ガメ 公園 較 


ウミ ガメ の 産卵 地 と し て 有名 。 ウミ ガメ の 資料 館 や 飼 
育 館 、 ビ デオ コー ナー や パネ ル 展 示 が 設け られ て いる 。 


@ 鬼ヶ城 凶 
紀南 地域 活性 化 協議 会 提供 図 


1. 熊野 市 駅 発 


鬼ヶ城 凶 


、 王 


国 の 名 勝 天然 記念 物 。 波 の 侵食 と 数 回 の 大 地震 
で 隆起 し た 凝灰岩 の 大 岩 壁 。 凶 

長 さ 約 km の 間 に 大 小 無数 の 洞窟 が 随 段 状 に 並ん 
だ 奇岩 奇 勝 で 知ら れ て いる 。 


、 


国 の 名 勝 ・ 天然 記念 物 。 海岸 の 隆起 と 海 鉱 現象 


獅子 岩 


に よっ て うま れ た 奇岩 で 、 高 さ 25m 、 周囲 210m の 巨 
岩 が あたかも 熊野 灘 に 向っ て 喘 え る 獅子 の よう に 見 
える と ころ か ら 日 本 の スフィンクス と 呼ば れ て いる 。 


@ 閣 子 歳 凶 


3 
社団 法人 三重 県 観光 連盟 提供 較 


花 の 訪 凶 


N、 


花 の 窟 は 日 本 書 紀 の 神代 第 一 で | 国産 み の 舞台 」 
と し て 登場 し て いる 。 凶 

この 地 は 熊野 三山 信仰 に 先立つ 古代 か ら の 聖地 図 
「 窟 の 熊野 」 と し て 重要 な 意味 を 持っ て いる 。 図 


(@ 宿泊 熊野 市 内 図 ) 


紀宝 町 ウ 
社団 法人 


ミ ガ メ 公園 図 
三重 県 観光 連盟 所 供 較 


特 別 賞 凶 
万 葉 の 旅 凶 


限 案 者 奥井 康 知多 


万 葉 集 は 日 本 人 の 魂 を 伝え る 文学 、 歴 史 、 風 土 で ある と 
同時 に 、 数 限り な い 旅 の 歌 が 収録 され て いて 、 ま さ に 日 本 
人 の 旅 の 原点 と いえ る 。 そこ に は 、 官 人 の 旅 、 遺 雪 使 の 
旅 、 防 人 の 旅 、 個 人 の 旅 等 た くさ ん の 旅 が 収め られ 、 旅 の 
歌 は みず みず し く 、 お お ら か で 、 生 命 力 に 満ち 溢れ て いる 。 図 

また 、 日 本 人 の 旅 は 万 葉 集 以降 、 歌 邑 り 歌枕 」 の 旅 
へ と 継承 され 発展 し て いき 、 西 行 、 宗 欧 、 そ し て 松尾 苗 
焦 へ と つなが る 先 人 の 歌枕 を 訪ね て 旅 を する と いう 日 本 
人 の 旅 の 伝統 、 真 髄 が 形成 され る こと と な っ た 。 凶 

本 プラ ン は 全国 を 9 ブロ ッ ク に 分 け 、 万 葉 集 の 世界 を 時 
間 を か け て 丁寧 に 巡る 旅 で ある 。 日 本 人 の 原点 、 日 本 図 
文化 の 源流 で ある 万 葉 集 の 旅 を する こと に より 大 和 人 の 図 
魂 に 触れ 、 私 た ちの 先祖 が 築き 上 げた 遺産 を 深く 理解 
し て 、 感 性 豊か な 日 本 人 に な る 一 助 に な れ は と 考え る 。 図 


夫婦 、 友 人 、 一 人 旅 、 学 生 図 2 泊 旨 較 


1. 煮 桜の 季節 )/ 時 野 と いえ ば や は り 桜の 時 期 で ある か ら 。 凶 
2. 春 か 秋 グ 較 時 の 旅人 の 苦労 を 体験 する 意味 で 逢坂 凶 
較 山 峠 を 歩い て 越え る の に は 、 服 装 の 軽い 図 
し 春 か 秋 が 良い か ら 。 較 ht 
3. 秋 10 月 ) 基部 赤 人 が 和歌 の 浦 」 の 歌 を 詠ん だ の が 凶 
だ た ルン か 
4. 秋 11 月 ) ノン 眉 理 峠 より 富士 を 見 る た め に 気候 条件 と し て 較 
。 00EEZIJIWT 
秋 10-11 月 ) / 隣 波山 に 登り 遠く 関東 平野 を 眺望 する の に 較 
良い か ら 。 較 


ン 除 伴 家 持 の 歌 に ある 雪 を いた だ いた 立山 を 図 
es 見 られ る か ら 。 鐘 II 
8. 秋 10~11 月 ) プ 陣 陰 の 岩見 の 海岸 、 秋 風 に 打ち 寄せ る 波 が 凶 
較 柿本 人 麻 呂 の 相 闘 歌 の 舞台 と な っ て いる か ら 。 図 


9. 春 梅花 の 季節 ) / 了 区 宰 府 天満 宮 に 300 種 近く の 梅 の 花 が ほこ 較 
ろ ぶ 時 期 だ か ら 。 較 
凶 


| 1. 大 和 奈良 - 山 の 辺 の 道 明日 香 吉野 図 


居 灯 神社 、 甘 極 丘 、 天 武 : 持続 天皇 陵 、 高 松塚 古 墳 、 
藤原 宮 跡 、 宮 滝 遺跡 を 巡る 旅 。 多く の 歌 が 詠 ま れ た 
地 で ある 吉野 で 桜 を 堪能 。 凶 


山中 も 作り て 住み る 秒 字 が ら た ぎ つ 縛 に 符 で すか も 」 
( 醒 本 人 水 ) 


2. 近江 . 山城 凶 


石山 寺 、 蒲 生野 、 不 破 の 関 、 恭 仁 宮 跡 を 巡る 旅 。 較 


「 染 成 の 志賀 の 劇 崎 志 あ れ で 大 宮入 の 船 待ち か ね つ 」 
( 神 本 人 水 ) 


社団 法人 図 


びわ こ ビ ジ タ ー ズ 較 


に 


| 3. 和歌 山 - 大 阪 兵庫 較 


和歌 浦 、 藤 白坂 藤白 神社 )、 難 波 宮 跡 、 名 次 山神 社 、 
処女 塚 求 女 塚 、 須 磨 浦 公園 を ※ る 旅 。 較 


「 わ か の 浦 に 消 陣 らち 素 れ 人 ば 賜 と 参 み 工 辺 と さして 答 旧 き 徹 る 」 
( 山 緒 赤 人 ) 


い 電 / 


| 8. 山陽 山陰 地方 較 


輌 の 浦 、 祝 詞 山 八幡 神社 、 出 雲 大 社 、 岡 田山 古墳 
群 、 出 雲 国 府 跡 、 出 雲 国分 寺跡 、 万 葉 歴史 資料 館 、 
因幡 国府 跡 を 巡る 旅 。 凶 


「 刀 の や ある 和 角山 の 林 の 貢 よ り わ が 示 る 宙 と 妹 入 つら むか 」 


逢坂 山 峠 、 三 井 寺 、 大 津 宮 跡 、 唐 崎 神社 、 瀬 田 の 唐橋 、 


@ 瀬田 の 唐橋 区 


ビ ピュー ロー 提供 図 


| 


(柿本 人 交 き ) 


エキ EK モエ キ 人 了 くし hb 、 ノ 


@ 出雲 国府 跡 較 
島根 県 教育 委員 信 提供 ) 図 


@ 太宰 府 天満 宮 図 
写真 太宰 府 市 提供 較 


| 9. 九州 地方 較 


志賀 島 、 大 補 府 政 店 跡 、 観 世 音 寺 、 筑 前 国分 寺 、 太 宰 
府 天満 宮 、 水 城跡 、 万 葉 公 園 、 安 国 寺 、 上 見 坂 展望 台 、 
玉 調 の 浦 を る 旅 。 


「 大 夫 て 避 へ てる われ や 沙 茶 の 沙 堪 の 上 に 六 横 は む 」 
(大 視 絡 人 ) 


選考 理由 図 


に 、 ノ 


@ 陸 挫 貴 凶 
写真 提供 静岡 県 静岡 県 観光 協会 図 


4. 東海 一 東国 へ の 旅 較 


伊勢 神宮 、 あ み の 浜 、 伊 良 湖 、 二 見 の 道 、 薩 二 幅 、 足 柄 峠 、 湯 河 
原 を 巡る 旅 。 薩 兵 峠 を 越え た 所 で は 、 雄 大 な 富士 が 現われ る 。 凶 


「 カ チチ の 浦 ゆ うち 上 で て 見 れ ば 、 
上條 に そ 軍 士 の ある 次 に 二話 り ける 」( 山 邦 赤 人 ) 


。 


@ 筑波 山 hm 
つく ば 市 観光 物産 課 提 供 


5. 東国 東 歌 の 世界 ) 図 ーー 


武蔵 国分 寺跡 、 大 国 魂 神社 、 飽 富 神 社 、 鏡 ヶ 峰 展 
望 台 、 袖 ヶ 浦 公園 、 鹿 島 神宮 、 筑 波山 を 巡る 旅 。 較 


「 放 の 秘 に 補 訪 りら の ぼり 時 み 9 秦 れ 通る 
て も われ 帰ら め や 」 ( あ 格 中 販 き 和歌 条 ) 


6. 東山 道 凶 


神坂 峠 、 信 濃 国分 寺跡 、 確 水 峠 、 多 胡 碑 、 本 名 山 、 
棒 名 湖 、 伊 香 保温 泉 、 上 野 国分 寺跡 を 巡る 旅 。 凶 
「 危 礎 道 は 今 の 殺 り 道外 9 ば ね に 足 踏 ま し む 
谷 は け 生 者 」 ( 来 歌 ) 


7. 北陸 地 友 越前 一 越 中 ) 較 


隊 路 、 手 結 が 浦 、 気 比 神社 、 愛 発 の 関 、 越 前 国府 、 
味 真野 、 和 倉 温泉 、 万 葉 歴史 館 を 巡る 旅 。 凶 


「 赤 の 交 婦 に ほ よ 桃 の 花 下 明 る 着 に 上 あ で 支 つと て の 」 
(大 件 家 圭 ) 


@ 釣 」 辺 の 道 、 飛 鳥 吉野 の 旅 な ど ポ ピュ ラー な と ころ か ら 、 東海 、 東 山 、 北 陸 、 山 陰 、 山 陽 の 諸 道 、 九 州 まで 網 羅 され て いて 、 幅 広い 人 々 の 凶 


興味 を 満た し うる 内容 と な っ て お り 、 万 葉 文化 を 理解 する 上 で 優れ て いる 。 較 


@ 区 見 平凡 な テー マ で ある が 、 日 本 人 の 旅 の 原点 が あり 、 万 葉 集 の 世界 を 旅 を 通し て 五感 で 味わえ 、 足 裏 か ら 古 人 の 思い を 感受 で きる 。 凶 
@[ け 足 で は な く 、 徒 歩 や ロー カル 線 な ど を 使っ て 、 丁 寧 に 巡る 旅 は 得る も の が 多い 。 凶 


@ 


特別 賞 共 


20 世 紀 初 頭 、 外 国人 建築 家 が 見 た 区 


日 本 を めぐ る 旅 凶 


提案 者 : 渡 辺 恭 伸 


この 旅 の 趣旨 は 、①20 世 紀 初 頭 に 日 本 を 訪れ た 外 
国際 2 生 NN ク ウラ ンク 2INN0I NR レン 
ド 、 ブ ルー ノ ・ タウ ト ) と 日 本 の 関わ り を た どる こと 、 ② 企 
業者 が 文化 貢献 を し た 歴史 と 今日 的 意義 を 、 群 馬 県 
立 近代 美術 館 や 、 群 馬 音 楽 セ ンタ ー と 群馬 交響 楽団 
の 設立 を すす すめ る な ど 、 群 馬 県 の 文化 の 発展 に 大 き 
な 真 献 を し た 井上 房 一 郎 に 注目 する こと で 考え る こと 、 
③ 建築 その も の を 見 る こと の 3 点 に ある 。 

この 旅 は 、 誰 も が それ ぞ れ の 関心 に 応じ て お も し ろ 
いと 感じ る テー マ を 引き 出せ る も の と な っ て いる 。 ま た 、 
外国 人 に と っ て も 、 70 年 前 に 欧米 か ら 来 た 人 が 、 日 本 
を どの よう に 見 て いた か 、 ま た 、 日 本 に ど の よう な 影響 を 
残し た か を 知る こと が で きる 旅 と な っ て いる 。 凶 


1 人 で も 、 同 じ 関心 の ある 友人 と で も 良い 。 較 


6 泊 7 日 凶 


特に 限定 は 無い 凶 


@ 時 馬 県 の 文化 の 発展 に 尽力 し た 井上 房 一 郎 に 着目 し 、 較 
井上 が ブル ー ノ ・ タウ ト や アン ト ニン ・ レー モン ド な どの 外国 人 
建築 家 と 交流 し た 軌跡 を た どる と と も に 、 外 国人 建築 家 が 凶 
見 た 近代 日 本 の 姿 を 再現 する 旅 の プラ ン で ある 。 凶 


@ 攻 代 日 本 の 文化 の 活力 と 特性 を 明らか に し よう と する 較 
旅 と し て 評価 で きる 。 較 


、 


⑯ 聖 パ ウロ カト リッ ク 教 会 較 
軽井沢 町 役場 観光 経済 課 提供 較 


2. 軽 井沢 町 凶 


@ 星野 リゾ ー ト 区 
井上 が 別荘 を 持っ て いた リゾ ー ト 施設 。 井上 が 、 後 の 
活動 に 影響 を 受け た 信州 の 画家 山本 県 」 と 出会っ 
た と ころ 。 較 

@ ペイ ネ 美 術 館 図 
レー モン ド の 別荘 を 移築 、 改 造 。 フ ラン ス 人 画家 レイ モ 
ン ・ ペイ ネ の コレ クシ ョ ン を 集め た 美術 館 。 較 

@ 聖 パ ウロ カト リッ ク 教 会 較 
レー モン ド が 設計 。 軽井沢 の 名 所 と な っ て いる 。 凶 


島 2 日 扇 宿泊 較 


| 3. 京 都市 図 


恒 


@ 桂 離宮 較 
17 世 紀 に 作ら れ た 京都 の 名 園 。 タウ ト が 53 歳 の 
誕生 日 に 訪れ 、 そ の 感動 を 著書 に 表し た 。 図 


(@ 2 日 宿泊 図 。 ) 


@ 帝国 ホテ ル 凶 
博物 館 明治 村 提供 較 


| 4 犬山 市 図 


e 博物 館 明 治 村 較 
各地 の 特徴 ある 明治 建築 が 移築 され て いる 。 ラ イト 
設計 の 帝国 ホテ ル も 一 部 保存 され て いる 。 凶 


(人 5 日 恨 宿 泊 凶 ) 


ー ゴ 1. 高崎 市 凶 


に 


生糸 の 貿易 な ど で 財 を 成 し た | 日 向 利 兵 衛 」 の 別邸 。 
タウ ト が 設計 。( タウ ト が 日 本 に 残し た 唯一 の 建築 的 実 作 ) 較 


( 信 6 日 扇 宿泊 較 ) 


@ 少林 山 達磨 寺 較 
少林 山 達磨 寺 提供 


人 ヽ 


@ 少林 山 達 磨 寺 凶 
高崎 郊外 の 正月 の だ る ま 市 で 名 高い 寺 。 ナチ ス の ドイ 
ツ カ ら 逃れ た タウ ト を 井上 が 世 語 し て 、 住 まわ せ て いた 。 凶 
井上 の 尽力 に より 、 市 民 の 寄付 金 で 建設 され た 。 凶 
レー モン ド が 設計 。 較 

@ 群馬 県 立 近 代 美 術 館 ブ 群馬 県 立 歴史 博物 館 較 
井上 の 尽力 に より 建設 され た 。 凶 

@ 高崎 哲学 堂 図 
井上 の 没後 、 邸 宅 を 哲学 堂 に 転用 し て いる も の 。 図 


( 借 1 日 民宿 泊 鐘 ) 


6. 横 浜 市 凶 
ke リタ イ ム ミ ュー ジア ム 較 
横浜 港 を 中 心 に 、 港 と 船 を テー マ に 扱う 博物館 。 ラ 人 
と レー モン ド が 入港 し た と き の 横 浜 港 の 様子 を し の ぶ 。 凶 
@ 横浜 港 大 楼 橋 図 
2002 年 に 建設 。 現代 の 建築 の 最 先端 に 触れ る 。 較 


日 向 別邸 較 
熱海 市 提供 図 


特別 賞 凶 
キ リ ッ ンク タ ン の 道 島原 ・ ァ 草 X 「 LU ビジ ター セン ター 較 


1602 年 に 築城 され 、 島 原 の 乱 で は 、 キ リ シ タン 一 挨 勢 の 
提案 者 : 山下 留美 凶 


攻撃 を 持ち こたえ た 。 平成 1 7 年 に ビジ ター セン ター と し て 
復元 され 、 天 草 の 自 然 と 人 々 の 生活 、 歴 史 な ど を 紹介 。 
本 丸 か ら の 眺望 は 絶景 。 較 


6. 五 足 の 靴 文 学 遊歩 道 凶 


に 与謝 野 鉄幹 、 平 野 万 里 、 木 下 李 太郎 、 北 
原 白秋 、 吉 井田 の 5 人 の 詩人 が 歩い た 天草 の 山道 の 


5 ー 部 。 明治 の 文学 者 の 足跡 を た どり た い 。 図 
日 本 に キリ スト 教 が 伝わっ て 約 450 年 。 日 本 を 訪れ る 3 
外国 人 は 、 仏 教 関連 施設 を 巡る こと が 多い だ ろう が 、 1. 島 原 城 凶 に 、 
か つて 日 本 を 訪れ た 外国 人 宣教 師 の 足跡 や 日 本 人 の 1618 年 築城 。 明治 7 年 に 解体 され た が 、 昭 和 35 年 か ら 下 十 三 仏 公 園 較 
キリ スト 教 信 仰 に つい て も 知っ て 欲し い 。 ま た 、 長 崎 や 順次 復元 され 、 現 在 は 、 キ リ シ タ ン 資料 及び 郷土 資料 
天草 に は 、 隠 れ キ リ シ タ ン の 流れ だ け で は な く 、 神 社 . 民俗 資料 な ど を 展示 。 島原 城 周 辺 は 、 町 中 に 鯉 が 泳ぎ 、 天草 西海 岸 の 景勝 。 外海 の 荒 々 し さ が 感 じ ら れ る 。 凶 
武家 屋敷 が 江戸 時 代 の 風情 を 残し 、 往 事 を し の ば せる 。 凶 le 
仏間 も 多く 存在 し て いる 。 図 っ 高浜 寺 革 穴 較 
日 本 人 の 宗教 稚 が 話題 と され る こと が 多い 昨今 、 島 ーー ー as レゴ /. 高 浜 焼 寿 方 革 
ヾ - ゞ ゃ = 玉 <<< 三 会 @ 
原 - 天草 の 小さ な 漁村 の 教会 で の 献身 的 な キリ スト 教 1. が まだ ドー 雲仙 年 災害 記念 館 ) 四 、 仙 り 天草 陶 石 を 代表 する 窯元 。 天草 は 陶 石 の 産地 で も あ 
2 yz 吉 】 N 割 ミ に さ 二 
徒 の 祈り に 触れ る こと で 、 異 文化 を 自分 た ちの 生き 方 平成 2 年 か ら 平成 8 年 まで 続い た 雲仙 普賢岳 の 噴火 活 こ 症 日 の の 
に 受容 させ て きた 日 本 人 の 信仰 観 を 考え た い 。 図 動 に つい て の 体験 学習 施設 。 各地 域 か ら の 支援 へ の 凶 し 、 人 
人 5 感謝 の 思い と 復興 へ の 願い を 込め た 、 溶 岩 と 水 に よる 図 
くわ えて 、 島 原 : 天草 地方 の 雄大 な 自然 に 触れ る こ モニ ュ メ ント が 印象 的 。 較 5 
と で 、 美 し い 日 本 を 改め て 感じ て 欲し い 。 図 ン 
夕日 を 見 つめ て 、 切 な い 気 持ち に な っ た こと は な い だ ろ 
うか 。 天草 海岸 で 1 人 夕 時 眺め る こと で 、 島 原 天草 の 歴 55 
史 や 鳥 の 暮らし に 思い を は せ 、 宗 教 と は 何 か 、 人 生 と は 何 @ 委 仏間 岳 較 Mo 
か を 考え 、 自 分 の 生き 方 を 改め て 見 直し て は どう だ ろう か 。 凶 雲仙 普賢岳 図 | 
普賢岳 、 国 見 岳 、 妙 見 岳 な どの 総称 。 雲仙 は 昭和 9 年 
旅 の 対象 者 旅 の 日 数 図 に 日 本 初 の 国立 公園 に 指定 され た 。 平成 2 年 か ら の 平 
一 人 旅 赤 人 司 > 選 成 8 年 に か け て の 噴火 活動 で 生ま れ た 平成 新山 を 眺め 共 @ 妙見 清二 三公 公園 か ら ) 凶 。 
人 旅 、 恋 人 同 土 図 3 泊 4 日 SU 邊 が の 0 だ GEGRCC い PDG 国 指定 名 勝 天然 記念 物 妙見 清 提 供 較 
い ii ジラ 
旅 の 時 期 区 還 計 8. 大 江 天 主 堂 天草 ロザリオ 館 較 
1.4 月 上 旬 一 中 旬 ノ 菜の花 や 桜 が 旅人 を 温か く 迎え る 季節 だ か ら 。 3. ロ 之 津 歴史 民俗 資料 館 、 海 の 資料 館 1 
、。。。 | また 4 月 中 旬 に ハイ ヤ 祭 り が 開催 され る か ら 。 較 - フラ ンス 人 の ガル ニ エ 神 父 が 私 財 を 投じ て 、 昭 和 8 年 に 
2. 秋 ン 空気 が 澄ん で 、 遠 く の 島 々 まで 見 通せ る か ら 。 較 明治 32 年 建設 の 旧 税 務 店 舎 を 改造 し て 資料 館 と し て / ※4 月 中 旬 に 訪れ た 場合 に は 、 牛 建て られ た ロマ ネス ク 様式 の 白亜 の 聖堂 。 天草 ロザリオ 
再生 。 昔 の 生活 用 品 や 生産 用 具 な ど を 展示 。 ま た 、 品 ーー 深 ハイ ヤ 祭 り に 参加 し た い 。 秋 に 館 で 隠れ キリ シタ ン の 歴史 を 探り 、 ガ ル ニ エ 神父 の 遺 徳 
之 津 は 明治 大 正 期 の 三井 三池 炭 撤 の 石炭 積 出港 で あ し は 、 伊 勢 エ ビ 祭り が 催さ れ て いる 。 図 を し の ぶ 。 図 
S っ た が 、 そ の 陰 で か ら ゆ き さ ん 」 と 呼ば れ 、 石 炭 運搬 般 
選考 理由 罰 で 海外 に 密 船 し た 娘 の 存在 を 知る こと が で きる 。 凶 テ ィ 
@ 尋 仙 、 島 原 の 見 所 を うま くま と め た プラ ン 。 島原 の キリ シタ ン の 較 ノ ま 
歴史 、 雲 仙 - 島原 の 海 の 文 化 . 雲仙 普賢岳 の 火山 災害 と いっ た ー 9. 崎 津 天主 堂 較 
ヽ = 呈 守 * / 
個々 の 要素 か ら 、 九 州 西海 岸 を 一 体 と し て 体感 で きる 旅 で ある 。 較 4 ソル ト フ ァ ー ム 、 風 力 発電 所 凶 
刀 ー と ーー で に へ 立 K バ 旦 
@ 箇 原 ・ 天草 は 、 日 本 の 特異 な 歴史 が 通り 過ぎ た と ころ で 較 イル カ も 訪れ る 美しい 海 か ら と れる 塩 に つい て 学ぶ 、。 美 0 村 
あり 、 旅 を する と 想像 力 が 刺激 され る 。 美しい 城下 町 島原 を し い 海 や 風力 発電 の 風車 を 見 な が ら 、 自 然 や 環境 、 エ ネ 2 が 美しい 複雑 に 入り 組ん だ 湾 に 山 が 迫る 半角 湾 
多く の 人 に 旅 し て 欲し い 。 図 ルギー に つい て 考え た い 。 の 美しい 風景 も 楽し みた い 。 
ノ 


@ 若 津 天主 堂 較 @ 大 江 天 主 堂 凶 
1)】 【52) 崎 津 天主 堂 提供 較 大 江 天主 堂 提供 較 


特別 賞 共 


歴史 と 祭祀 の 源流 に 触れ る 旅 Ne 


提案 者 : 尾上 博 一 較 > 


、 
_ 香寺 


| 旅 の 趣旨 | 旅程 凶 


対馬 に は 、 亀 ト 神事 や 赤 米 に まつ わる 頭 受け 神事 な ど 


多 1eee マ ) 
の 祭 妨 が あり 、 天 道 信仰 な ど 対馬 独特 の 信仰 が ある 。 較 aa 、、 も 4 4 ーー 
また 、 特 色 あ る 伝統 と 文化 を 通 観 で きる 対馬 は 、 大 陸 0 の 主 、 2 ・ ーー ー ニ 
朝鮮 半 島 と の 交流 の 要 衡 で あっ た 歴史 を 2. 和 多 都 美神 社  ・ ' mr 本 ーー 一 
や 朝鮮 半島 と の 交流 の 要衝 で あっ た 歴史 を 通し て 、 日 し 2 ア 〆 FTP 間 還 了 間 間 間 間 
本 全体 の 交流 と 推移 の 歴史 を 通 観 で きる 地 で も ある 。 凶 式 内 社 。 彦 火 火 出 見 尊 と 豊玉 姫 命 を 祭る 。 旧暦 の 8 月 ・ 
* 世 統 こ こ 大 祭 が 開か れ 、 命 婦 神 楽 が 行 。 県 指定 る を ヽ 
この 旅 で は 、 対 馬 地 域 独特 の 伝統 や 文化 に 触れ る 村人 449008 語 as 3 ーー 3. 亡 松 院 図 
と と も に 、 日 本 の 交流 史 を 展望 し 、 歴 史 と 自然 を 十分 に 半 ・ ee 
ムロ S 国 指定 史跡 。 10 代 貞 国 と 19 代 から 32 代 ま で の 宗 氏 の 
Aoi 2. 木 坂 海神 神社 図 ) 歴代 藩主 と 正 室 : 側室 の 墓 が 並ぶ 。 較 
- / 注 M 間 / 
旅 の 対象 者 旧 歴 の 8 月 5 日 に 大 祭 が 開か れ 、 命 婦 神 楽 が 行わ れる 。 レ 8 
団塊 世代 の 会 社 人 、 都心 部 の 小 中 学 生 、 修 学 旅行 生 、 図 御 神体 は 国 指定 重要 文化 財 の 銅 造 加 来 立像 で ある 。 凶 し 3. 金 石城 跡 了 
祭 祀 や 信仰 の 歴史 に 興味 が ある 人 た ち 、 外 国人 。 図 


国 指定 史跡 。 万 松 院 か ら 檎 門 まで 続く 本 
鏡石 を 多用 し 、 秩 序 良 く 組み立て られ た 様式 美 が 
素晴らし い 。 凶 
k、 _4 


旅 の 日 数 較 | 1. 上 見 坂 展望 所 図 
1 泊 2 日 較 


床 高 358m の 展望 台 か ら は 浅茅 湾 が 一 望 で きる 。 攻 


| 治 こ 造 と 思 涼 な どの こ 遺 バ 7 ーー へ > 和 を 人 ] 
旅 の 時 期 区 時 還 一 | 3. 長 崎 県 立 対 馬 歴 史 民俗 資料 館 
1. 春 か ら 初夏 / 春 か ら 初 夏 に か け て は 、 社 叢 が 新緑 で 凶 し 


島内 で 出土 し た 縄文 時 代 以 降 の 考古 遺物 や 朝鮮 通信 
使 関連 の 絵巻 、 海 女 の 道具 な どの 民俗 資料 、 近 世 の 古 
文書 な ど を 展示 。 


呈 わ れ 、 自 然 と 歴史 が 美しく 雄 壮 に 融合 共 
する 景色 が 見 られ る た め 。 


2.9 月 上 旬 ノ 命 婦 神 楽 が 見 学 で きる た め 。 較 | 4 八丁 部 図 ] 


ここ 八丁 郭 は 聖地 と され 、 石 を ピラ ミッ ド 状 に 積み 上 げた 
塔 が ある 。 か つて 対馬 で 天道 信仰 が 盛ん だ っ た 時 代 の 
遺跡 で 祭祀 の 場 で あっ た 。 凶 


| 選考 理由 】 


@ 区 陸 と 日 本 を 結ぶ 交通 の 要衝 で あり 、 古 来歴 史 的 に も 文 
化 的 に も 重要 な 位置 を 占め て きた 「 対馬 」 と いう 地域 を ク 
ロー ズ ア ッ プ し た 旅 で あり 、 交 流 史 的 な 観点 か ら 光 を 当て た 
こと を 評価 し た い 。 凶 

人 @ 図 馬 に 多く 存在 する 式 内 社 を 巡る と いう リア ル な 体験 を 通し 
て 、 自 然 と 信仰 の 一 体 性 や 対馬 独自 の 文化 を 体感 で きる こと 
が 魅力 で あり 、 文 化 の 多様 性 に 目 を 開か せ て くれ る に 違い な 
い 。 知 的 な 好奇 心 を くす ぐる 旅 で ある 。 凶 


@ 電 神 社 
較 馬 市 教育 委員 会 
厳原 事務 所 提供 較 


| 4 多久 頭 魂 神社 図 


式 内 社 。「 卸 鐘 」 は 対馬 の 古 族 阿比留 氏 の 銘 
も 見 える 貴重 な 遺物 で ある 。 そ の 他 、「 金 喜 」 は 
高三 時 代 の 大 針 で 珍し い 。 と も に 国 指 定 重 要 
文化 財 で ある 。 凶 


@@ 金石 城跡 凶 
対馬 市 教育 委員 会 厳原 事務 所 提供 較 


明治 4 年 の 廃藩置県 まで 公式 に 亀 ト が 行わ れ て 区 
いた 。 現在 この 亀 ト は 形骸 化し た が 、「 サン ゾー ロー 祭 」 
と 呼ば れる 祭礼 は 貴重 な 民俗 行事 と し て 有名 。 較 


@ 多久 頭 魂 神社 較 
対馬 市 教育 委員 会 厳原 事務 所 提供 較 


K、 


see IheBest100'of"MyJourneV  e e e 


Selection Expected travelers 


anyone, 較 


2 1%) 較 


October 27 2005, the Selection Committee chose 
the "Best 100" including Grand Prix and Special 


Prizes out of 786 plans alone, 図 


26(11% ) 


Result Location of the "Best 100 SRIRSIG 
The "Best 100" of "My Journey": 105 Plans 
Grand Prix:1plan, Special Prize: 9Plans 900o 
students 
Members of the Selection Committee na Iwate 1g 8%) 
ISHIMORI, Shuzo Director, National Museum of Ethnology Yamagat9 
4 
KAWAI, Hayao Commissioner of Agency for Cultural Affairs 回 < | 
(Chairperson of the Committee) り Mao) children, 図 groups, 図 girl/boy friends, 図 
KOMURO, Hirokazu Chief editor, "Rurubu-Japan" 4th:Fukui 回 40 260 0 20 
SHINMACHI, Koji Chairman of Japan Association of Travel Agents 人 Fukushima 
1st:Kyoto Toyama 
TATEMATU, Wahei Writer Tochigi D 1 1 
4 ayS of travelin 
HIRAIWA, Yumie Writer 7 本 y 9 
HIRAKAWA, Minami Director-General Nagano 炎 saitama 8 days, more than 9 day, 図 
National Museum of Japanese History Tottori N 回 3 葵 Wo 了 の 寺 作 ZZ 2%) 図 ,4 3%) 図 
N Gifu Yamanashi 41 ID 


6 days, 凶 
39 
0 宮 / 面 | 4 3%) 図 
5 days, 較 


クー Shizuoka 3rd:Tokyo K 4%) 凶 コー 


FUJI, Jennie Proprietress, Shimane ルト 16 ( 右 
時 6 4 っ 
Fujiya Ryokan, Ginzan Onsen ロ 2 時 


内 


FUJIMOTO,Tsuyoshi Professor, の SG 
Kokugakuin University HG 賠 8 (の | 16 NHNSM2NNO3 
Yamaguchi 回 4 days, 凶 
品 N/ 
MAYUZUMI, Madoka Haiku Poet 4 th:Mie 8 6%) 凶 
Ehime 
s と 5 Wakayama 
4th:Nagasaki Tokushima 1st: Nara 
2 days, 較 
26@ 20%) 
KumarAoto 9) 名 
レス 
Miyazaki Okinawa 3 days, 凶 
53 41%) 
Kagoshima 
Distribution by Eras 
| 
Sengoku/Azuchi- 0 _ 且 
Heian era Kamak uraera Nanboku-choera Muromachiera momoyama era Edo era Meiji era Taisho era Showa era Heisei era 
(ste 12C -14C ) (14C ) (14 - 16C ) (15 -16C) (1603 - 1867 ) (1868 ~- 1912 ) (1912 - 1926 ) (1926 - 1989 ) (1989 - present) 


(lste 8C -12C ) 


28 9 17 3 


Note: 3 most favored eras. Classification of eras and years used here is for a rough guide only. 


se "My Journey”"- Discovery of Japan's History and 


Culture - 2005 GrandPrixandSpecialPrizeLiSt e we 


X/7 ガ /0g/ り 


A journey to Visit "Japan" 


KANNO, Jun-ichi 


Tochigi, Tokyo, 
lshikawa, Fukui, 
Kyoto, Okinawa 


Kamakura era, 
Muromachi era, 
Sendgoku era/Azuchi- 
momoyama era, 

Edo era, 

Meiji era 


Ajourney to visit various local producers of representative traditional 
Japanese craft lacquerware ("japan") 


-Okinawa Prefecturg vividly colored Ryukyu lacquerware) 

-Kyoto Prefecture humble simplicity of Kyoto lacquerware) 

-Fukui Prefecturg historical Echizen lacquerware) 

-lshikawa Prefecturg Yamanaka lacquerware for everyday use, high quality 
Wajima lacquerware) 

-Tochigi Prefecturg Nikko lacquerware with carved wood) 

-Tokyo (lacqguerware at the National Treasure, and Important Cultural Properties 
level in the Tokyo National Museum ) 


S 


/g/29 び 


S9Z// 


A Journey to the Old Stone Age/ 
Visiting Ancient Ruins in Okhotsk 


Study of subgroup for 
he Yubetsu River Watershed, 
NP Okhotsk Cluster 


Hokkaido 


The Paleolithic era, 
Jomon era, YayOi era, 
Kofun era, Asuka era, 
Nara era, Heian era, 
Kamakura era, Meiji era, 
Taisho era, Showa era 


A journey to the Old Stone Age, the Jomon Period, the Epi-Jomon Period, and the 
Satsumon Period. The area around the Shirataki ruins is a source of obsidian, and 
stone vessels produced here have been discovered throughout Japan, and as far 
away as Siberia. As such, this trip sheds an interesting light on the Stone Age in 
Japan. 


Traveling the Hina Doll Road 


YAMAZAKI, Setsuko 


Yamagata, Niigata 


Edo era, Meiji era, 
Taisho era, Showa era, 
Heisei era 


Atrip tothree dolls'festivals held yearly in March: "The Sakata Hinakaido" (Sakata 
city), "The Tsuruoka Dolls' Story" (Tsuruoka city) and "A Tour of the Dolls of the 
Town" (Murakami city). Comparing the various dolls is endlessly fascinating, and 
would appeal to a wide variety of people. 


Crossing Bunsui-rei,A winding path through 
the old towns 


YOKUNO, Naoko 


Toyama, Nagan0, 
Gifu 


Edo era, Meiji era, 
Taisho era 


Ajourney across the Bunsui-rei: the mountains through which rivers follows, in the 
Chubu region, slowly making one's way through the old towns by train and local 
bus.Theroute is one of austere beauty, from Narai-juku, through Tsumadgo, 
Magome, and Iwa-mura, to the World Heritage Site of Shirakawa-qo and 
Gokayama, where groupS of unique 98SS7oO-7S0/ り 77 peaked-roof houses can be 
seen, and finishing in Takaoka and Fushiki. 


Exploring craftsmanship at World Heritage 
Site Shirakawa-go 


SHIMA, Yasuko 


lshikawa, Fukui, 
Gifu, Aichi, Shiga 


Nara era, Heian era, 
Muromachi era, 
Sengoku era/Azuchi- 
momoyama @ra, 

Edo era, Meiji era 


This trip, designed for foreign visitors, takes mainly in the Chubu and Hokuriku 
regions, offers a look into the skills involved in various traditional Japanese craftSs, 
such as candle-making, the mechanisms behind the floats used in parades, peaked 
roof houses, lacquerware, pottery, Japanese Daper, and dyeing, etc. 


Experiencing the Sea, Mountains, and Rivers at 
the World Heritage Site Ancient Routs of Kumano 


OHKAWA, Katsuhiro 


Mie, Wakayama 


The Mythical era, 
Asuka era, Heian era, 
Edo era 


A journey to the World Heritage Site of the ancient routs of Kumano in which the 
beauty of the sea, mountains andrivers of the area can be enjoyed. 

-The Sea Path(the uniqgue rock formations of Onigajou, etc.) 

-The Mountain Path(Maruyama Senmaida) 

-The River Path(a canoe trip downriver) 


A Manyou Journey 


OKUI, Yasunori 


25 prefectures 
including Kyoto 
and Nara 


The Mythical era, Jomon era, 
Asuka era, Nara era, 
Heian era, Kamakura era, 


Muromachi era, Senqgoku era/ 


Azuchi-momoyama @ra, 
Edo era, Meiji era 


A visit to monuments featuring verses from the ancient anthology known as the 

ル ん 7a7yoo-s7o. The itinerary covers every corner of Japan, except for Hokkaido and 
the Tohoku area. Beginning in the Yoshino region, the journey is divided into nine 
different courses of manageable length, to various regions connected to the 

ル 72 カ ル O ソ -S7/ VeTSGS. 


Travels in Japan through the eyes of foreign 


WATANABE, Yasunobu 


9 prefectures 


Edo era, Taisho era, 


This uniqgue trip visits buildings constructed in Japan by foreign architects in the 


Showa era 20th century such as Bruno Taut and Frank Lloyd Wright, and offers an interesting 
architects In the early 20th CenturV includind Gunma Heisei era look at modern Japan as seen through the eyes of foreigners who visited in the 
and Tokyo early days of the 20th century. 
H H 還 ョ YAMASHITA_. Rumi Naqasaki Edo era, Meiji era, This trip combines the Christian spirituality of the Amakusa region with the natural 
The Christian Road: Shimabara and Amakusa を 9 8 Showa era beauty of Unzen Fugen-dake in an appealing and well-thought-out itinerary. Visiting 
Kumamoto 円 BSG1 Shimabara and Unzen Fugen-dake the traveler gets a sense of the Christian 
SU 人 spirituality of the Amakusa region. 
円 円 円 ・ ・ Ye i This journey visits the unique traditions and culture of Tsushima, such as Kibokushinji(scapulimancy- an 
A ]OU『heV tO the SOUICeS Of history and festiVals ONOUE, Hirokazu Nagasaki JOUUBUNGIGONIGVUGIS ancient form of fortune-telling by burning the turtleback in a fire, then examining the cracks thus produced, 


Heian era, Muromachi era, 


Sengoku era/Azuchi- 
momoyama era, 
Edo era, Meiji era 


in order to divine the future) and Akamaishinji (rituals to transfer the role of presidency concerning red 
rice, which is inherited in a part of Tsushima region). The trip, which includes visits to shrines of the 
historical Shikinaisha (historic shrines officially graded in the 10th century), offers a look at the uniquely 
appealing Tsushima culture, and gives the traveler a sense of the diversity of Japanese culture. 


⑳ 


